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スコピエ市崩壊｜
ユーゴのスコピエ市lま7月26日壊滅的な地震に襲わ

れ，全市瓦解の危機にひんした。ー ユーゴ大使館提供ー



スコビエの 80% 以上の建物が倒壊，各所に火の手

あがった。千数百人の市民ががれきの中に死んだ。

ーユーゴ大使館提世
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火 災 と 斗 う

(Fire Fighting) 

一艦船の火災予防とその訓練－

飯 村忠彦

海で｛動く者たちは，船というベースを生活と

収入の根拠とし，これと生命をともにしている。

だから船乗りにとっては，船ほどたいせつなも

のはなし、。たとえ船が岸壁に係留され，ちょう

ど陸上における勤務先であるオフィスのような

状態にあっても，船へ出勤するとはいわない。

必ず 『船へ版る）Iとし、 ぅ。また 1日の仕事が終

わっても船乗りたちは 『上陸する）Iといって船

から離れ，また船へもどってくる。この習慣は

商船乗りといわず，軍艦乗りといわず，共通し

たもので船をわが家，海を職場とした者たちの

L、し、知れぬ海への愛着の現われであろう。だか

らそのたいせつなわが家が不慮の災害に見舞れ

ることがあれば，乗員のだれもが命をかけて，

これを守り抜こうとする。その気迫はたいへん

なものである。先に海!kitを海上交通の面から取
り上げて見たが，船でたいへんこわいのは船火

災だ。それでは，船の来日たちは，船火災に対

して，どのような防火作業を行ない，また平常

火災予防訓練を行なっているのであろうか。

⑨船火災の特長

海上自衛隊においては，第2次世界大戦を経

験した各国海軍の実戦における教訓｜から，いろ

いろとデータを集め，艦艇火災に関して研究し，

教育している。そもそも船火災の場合は，軍艦

- 2一

の場合，多数の弾薬をその船腹に格納している

ので，何かの原因，すなわち衝突，かく坐なと＼

また戦時にあっては被弾のため艦内に火災を発

生する機会はきわめて多いといわねばならな

い。不幸にして艦内に火災を生じたとき，まず

その弾火薬庫に火が入らないようにすることが

第 1であることはいうまでもなく ，商船にあっ

ては可燃性の積荷に引火しない処置が優先する

こととなる。どちらも船にとって命取りである

カ3らである。

ご承知のように，船はコンパート メントとい

って船内は，横に縦に細かく区画され，立体的

に効率よく使われているのだが，その構造の関

係から，ある場合は，各区画に通ずるため迷路

のような通路が縦横に通じ，またそれぞれ区同

室，倉庫などには人間の生活，作業，また物資

の保存上必要な大気の供給，排除，温度の保持の

ため，血管のように給排気の諸管装置が取り付

けられている。したがって一度どこかに火災が

起きると通路や空気系の諸管は煙路，煙突のよ

うな役に早変わりして，火災を助長することに

なり兼ねなL、。反面このよ うな多数に分割され

た区画があるという艦船内の構造は空気のしゃ

断を人為的に行なうに便利であると もいえる。

わたくしたちは乗員の教育に火災の三成因とし

てつぎの三角形で説明し，防火，消火の基礎を
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教えている。

この三角形で

は，三辺が揃っ

て，はじめて火

が起こる。だか

ら火災の防止と

消火はこの三角

形のいずれか一辺を除去することによって目的

を達することができる。もし酸素原たる空気を

希釈にするか，しゃ断ずれば火炎は消えるだろ

う。可燃物をその引火温度以下に冷却する，す

なわち熱を取り去れば，火災はもはや存在しな

くなる。 しかし船内では各室内の家具に至るま

で，船の動揺にそなえデッキ，函壁などに固定

して取り付けられているので火災発生の場合，

船荷の搬出などを除いては早急に可燃物を除去

することは一般にできなし、。したがって，この

火災の成因である三角形を不成立にするために

は熱の除去，酸素供給のしゃ断がおもな消火の

手段とならざるを得ないのである。軍艦など，

あらかじめ艦内のぎ装品はできるだけ木製品な

どの可燃性のものを避け，家具類に至るまです

べて金属製品を用いられているのもこのためで・

ある。

また船内火災の一つの大きな特長は，陸上に

おける火災以上にcoガスの存在が大きいと
いう ことである。低濃度でさえ人体に有害な

.coガスが外気との流通の少ない船内区画に発
生するということは，勢いその濃度を高め，消

火に従事するものにとって，きわめて危険な状

態となってしまう。それゆえ陸上火災において

消防官が用いるマスクでcoの吸入を防止する
だけでは船内の区画火災に対しては不十分であ

り，一般に直接火元まで近づく消火員は酸素発

生器をもった酸素呼吸器（0.B. A.)-Oxygen 

Breathing Apparatusーとし、うものを常用す

る。 そしてこの使用法については平常より来員

はすべて教育されているということである。

不幸にして艦船内に火災が起きた場合，消火

員の中で，この O.B.A.を装着したものがまず

先頭になって消火ノス．ルを持って火災と斗う。

写真1は，この装備を示したものである。ただ

し初期の消火作業に従事するとき，ガス検知器

や安全灯をもったのでは両手がふさがるので，

これらはあとでもって行き，ホースの先端ノズ

ルをかかえて進入する。 Aは酸素発生器でDの

マスクにl呼吸用酸素を供給し，外気とはしゃ断

されている。 Bはヵース検知器。Cは安全灯。ガ

ス検知器はおおむね消火後において毒性ガスの

残存を検し，安全灯は火災現場の酸素の有無を

その点滅によって知ることができiるので，O.B.

A.を装着しないで活発に動作しなければなら

ない他の作業員たちはこれらの検知器によって

coの危険から守られることになる。

写真 1

また船は海上にある以上海水は使いほうだい

だから，船内の消防ポンプを回わす電源が火災

で止まらないかぎり，消火用水に不便はない。

たとえ電源が止まっても二次1'f';J，三次的にディ

ーゼノレポンプ，ガソリンポンプを駆動するよう

になっているので，まず水の心配はないが，船

の構造が構造だけに消火の方法は，陸上におけ

る一般火災とはだいぶ）－~なるといえよう 。 しか

もやっかいなことには，各種の泊を多く用いて

いるので，油性火災に対する研究が行なわれな

ければならず，また一方船の重要な神経系統，

動力系統として 12V直流から 440V 交流に

至る電気配線が無数に行なわれているため，海

水とい う電気の良伝導性のものを消火用水とす

るために思わぬ副次的な被害をもたらすことが

予想される。このため電気火災についても消火
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A ：二重圧力式泡末発生器
B：炭酸ガス消火器
C：一塩化メタン（ー臭化メタン）消火器
D：メカニカル ・フォームノズル
E：アフ。リグータ

F：万能型ノズル
写真 2

の方法は特殊な対策を必要とする。写真2は艦

船内でおもに用いられる一般的な消火用具であ

り，火災の種類に応じて使いわけをしなければ

ならなし、。このほかに艦船内の要所，要所に消

火栓が必ずその近傍にナイロンホースが1巻ま

たはあって，2巻常備され船内のどのようなと

ころへで‘も海水を導けるようになっている。

⑨船における火災の種類と消火法

艦船においては上述のような特長のある火災

が起こることを前提として，対策が研究されて

いるが，便宜上火災の型をつぎの 3種に分類し

ているので紹介しょう。

A級火災

一般に艦船の内部にある乗員， ー乗客用の装備

品，すなわち陸上の一般家屋とだし、たし、閉じよ

うな調度品に属するベッド，布類，木材製品，

書籍など紙製品，荷数など一般的な可燃物の火

災である。

これらについては陸上の火災と同じように水

をもって冷却し，点火点以下に可燃物の温度を

下げることで消火の目的を達している。写真2

の（F）万能ノズノレというのは，ホースの先端に

つけて，水の噴出を圧力のある棒状に出させた
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り，広範囲の傘型霧状に散布するため切り換え

ハンドルのついたノズルで、ある。これによる散

布の状態は写真3および写真4に現われている。

B級火 災

ガソリン，灯油などの軽質油の火災， ペンキ

テレビン泊などの塗料，溶剤IJ（船は舷の内外を

すべてペンキ塗装しであり，その補習用として

多量のペンキを保有している），重油などの艦船

主燃料が引火した火災である。

常識的にもわかるが，液状の油類に引火したと

き，散水することは，かえって火面を大きくす

るので，消火の方法は酸素，すなわち空気と油

面との聞に防壁を作って，その供給を断つこと

である。これには化学的にあわを作るか，機械

的にあわを作ってしゃ断膜を形成することが用

いられる。写真2のA,C，によるあわの発生剤

がおもに用いられ， Aの場合は海水の流速を利

用するサクションによって海水の散布とともに

あわを形成させるものであり，油火災にきわめ

て有効である。Bの炭酸ガス消火器もB級火災

に有効である。

C級火災

消火員に対し電気ショツグの危険を与えるよ

うな電気諸装置の火災は電気系統ぎ装が多いだ

けに船では警戒を要する火災の一つである。陸

上の建物にあっては広い部分に配線工事が行な

われ，絶縁も余裕がとれる場合が多いけれど，

船にあっては，取り付けるもの自体が鉄である

船体，しかも狭い工事面しかとれない場合が多

い。これら電気系統は船の動脈ともいえるもの

で，各所に据え付けられた電気装置の運転系統，

リモートコントロ ール装置，通信装置など， JiJh'

の機能発揮に欠くことのできないものが多L、か

ら，電気火災の発生に対処する消火員は電撃に

は慎重でなければならなし、。炭酸ガス消火器は

電気装置そのものを損傷しないし絶縁効果があ

るのでC級火災には重宝である。

さて，このような各級火災に遭遇した場合消

火員は狭い船内で活動しなければならず，くん

煙は通路，室内に充満して視野を妨害し，悪、ガ

スは消火作業を不活発にするのでいずれの種類

の火災とも，上甲板以外は必ずこの外に移動



用の電動ファンで、排気 ・排煙を行なわねばなら

ない。それでも船内の給気管，排気管を通って，

とんでもないところにくん煙やガスの移動する

場合もある（諸電動ファンは停止させるが）の

で，火災の発生している室を密閉して外部およ

び隣接する区画の鉱板（画壁という）を海水で

外から冷却するような方法をとり自然鎮火をま

たねばならないこ とも多い。一般にこれを密閉

消火といっている。この方法は一区画だけの犠

性で消火の目的が達せられるが，早目にドアを

開くときは急に酸素が供給されて爆発的に再燃

する場合があるから自然冷却には長い時間待た

ねばならぬ。

⑨火薬類の自然発火

毎年夏近くなると花火工場の爆発事故が報道

されるし，近くは横浜にある某火薬工場の爆発

で多数のいたま しい犠性者を出したことは，記

憶に新たと ころである。軍艦は多かれ少なかれ

般内に火薬類を常時搭載しているので，ーたび

これに火が入れば，艦は一大音響とともに爆沈

する。

昭和 19年終戦の末期に広島湾で出撃待機中

の軍艦陸奥 （むつ）は当時世界有数の大戦艦だ

ったが，その主砲である 40cm砲の弾火薬庫が

未明に爆発し，多数の乗員をのせたまま瞬時に

して柱島沖の藻屑と消えたので、ある。その原因

は自然発火か陰謀かまだ解明されていない。ま

た日露戦争の雄たるかの有名な三笠は日本海々

戦後佐世保に凱旋し，東郷長官が戦況上奏のた

め上京中，佐世保軍港内で爆沈した。浅かった

ので引揚けeてただいま復旧し，横須賀に紀念艦

三笠と して保存されている。その後引続き，戦

艦怯島は台湾の彰鼓島にある馬公港において同

様，弾火庫爆発のため沈没するなど，軍般の爆

沈事故は列国にも事例がかな りある。

このように火薬庫の爆発は消火の手段がない

ので予防ということに全力を注がれ，いろいろ

な装置が設けられている。国の法律によって危

険物取り扱いに関する諸法規が定められている

わけだが，現在陸上にある火薬製造工場，その

貯蔵庫などは，舷船の弾火薬庫と同じように爆

発の連鎖反応を起こすことを防止するため，注水

装置，散水装置，冷却装置，隣接弾薬庫聞との

防壁，築堤，機械的衝撃の防止装置などあらゆ

る予防措置が講ぜられているのを見ても火薬類

の自然発火の恐ろしさは想像することができよ

う。

軍艦が戦場にあって被蝉により火薬庫爆発を

起こし沈没することはやむ得ない運命とも考え

られるかも知れないが，平常時，自艦内におけ

る何かの不都合から自分の際火薬庫を爆発させ

るようなことはまことに予防の見地から感心し

たことではなし、。酷熱の南洋に作戦して，その

甲板が手でさわれないようにやけていても，弾

火薬庫は秋のように涼しいのが普通だった。今

でこそ，冷房技術，エア ・コンデションが発達

して，デパートの売場まで涼気に満ちる時代と

なったが，10年も 20年もの昔から海軍の艦艇

は各国ともその弾火薬庫の冷房は行なわれてい

たので－ある。火薬の自然、発火は液体燃料の自然

発火とともに戒心を要するものである。

⑨油類の自然発火と油火災

自然発火の中でも，一つわれわれの身近にあ

って恐ろしいのはテレビン油，エンジン油など

の自然発火である。夏季外気の温度の高いとき，

これらの油が十分浸み込んだ布切などが多量に

かんなどの入物に入れられていると空気中の酸

素との接触，分解などの作用で発火点に達する

場合がある。このとき若火性のよい軽油などが

含まれていると自然、発火の機会が多くなる。船

ではペンキを多量に使用するので溶剤のテレビ

ン油などの浸みたfJ:i:F{fiなど格納保存の状態が悪

く通風が行なわれにくいところなどで往々自然

発火した例がある。はじめは緩燃しているので

気がつきにくいため，火の手が回わって大事を

起こすことがある。ねずみが巣を作るために，

これらの布切をくわえて，人目のとどかぬ思い

もよらぬ場所へ持ち込み，とんでもないところ

から発火した例もある。

油類の火災は水を用いられず，火炎が大きい

ので消火にはたいへん苦労するのは陸も船も同

じだが，重油などを主燃料として，その機動力

- 5ー



を維持する以上，この種の火災に対する予防と

消火には常々研究され，また訓練されている。

乗員のひとりひとりがだれも火災の現場に近づ

き消火員として活躍できるよう訓練されること

は船にとってはきわめてたいせつなことであり，

わたく したちは現在，機会あるごとにこれを実

施している。入港して乗員の多数が上陸したあ

とは必ず在船の者で防火隊を編成し，その分担

を定め，I回2回とそのチームで防火訓練を行

ない，消火諸用具の整備状況や可搬型の諸ポン

プなとaの作動試運転を実胞する。

また航海中で、も昼夜を問わず適当なH号機？こ想

定を与えて不君、に防火訓練を行ない，~；；1·に備え

である態勢の維持に努めてし、ることは陸上にお

いて消防隊に依存する他力木願的な 円’市とは少

し趨が異なる点で、ある。

さて先に述べたB級火災，すなわち油火災で

は，火炎は熱によって，つぎつぎに￥111の自由表

面に発生するガスに引火しているので，このガ

スと空気とのしゃ断を行なう必要がある。これ

をしゃへい消火法といって，れ11火災の消火法に

用いられる一般的方法である。火のすべてはカ

スの燃焼であり ，火炎は先端のみであるから，

r111の表面の酸素の供給を断つことに全力を尽

す。それには淵｜の表面を水揚や弱泡をもってお

おい，拡散するこれらの霧の微片で熱を吸収す

るとともに，あわの屑で酸素の供給を断つわけ

である。これらの霧の発生には化学的に造るあ

わ発生2告を用いる；場合，特殊ノズルから強く水

をl噴出させて水霧を作り，その水蒸気のあわを

写真 3

- 6ー

写真 4

写真 5

利用する方法などが考えられ用いられる。火災

現場に近づくため，水を霧状に出すノズ、ルを持

ち，傘状に拡散されている水霧の中に身を守り

ながらその冷却効果とゐわの熱不伝導の効果を

期待しつつ勇猛に接近する消火員の姿はまこと

に頼も しいかぎりである。

訓練においては大きな鉄製のタライの中に廃

油を入れて点火し， 2人一組となってアプリゲ

ータ という水霧発生用のノズルを持ち，水圧に

よって生ずる傘型の水霧中を火元に接近する。

写真3および写真4は陸上訓練場において行な

われている訓練状況の一例で，この方法は区画

火災のときにも強力な冷却作用があるので，消

火員は火炎にさらされることなく消火に従事す

ることができ，艦船のようにかぎられた方向か

らしか火元に近づけないような場合にあっては

きわめて有効である。この訓練は海上自衛隊で

は艦船内に勤務する者はだれでも，たとえば電

信員，庶務員，機関員などの別なく乗員の必須



の訓練項目のーっとなっている。

写真5は屋外に作られた模擬の区画で，入口
からふき出る火炎に立ち向って， この室内に進

入し消火する訓練である。 このようにしてわた

くしたちは火災と斗うのである。それでこれを

フア イャーファイテング（FireFighting）と

呼び積極的に火災に取り組んで勝負しようとい

う心構えを常日ごろ訓練している。これも船は

乗員のすべてを代表するものであり，生きるも

の死ぬものも船とともにあるという船乗り

精神（Seamanship）に端を発しているといえ

よう。

この FireFightingという言葉はなかなか

すばらしい迫力のある，また斗志満々たる姿を

辿想させるよい表現だと思う。消防署の消防官

の皆さんは市民の平和と安全のために，巳が危

険を省、みず日夜身を挺して，この FireFight-

ing に精進されていて，わたくしたち市民と し

て感謝に耐えないところであるが，船では自分

でやらねばだれもやってくれる人はいない。戦

後徹底したこの防火手段を米海軍より学んで，

この言葉の中に火災に対する予防の情熱をひと

りひとりがもてばもっとも悲惨な船火事は防止

できるだろう。太洋のどまん中で航行中火災を

起こした例もある。 S0 Sを発信しても救援船

の到着は数日，十数日を要する状態にあれば，

地球上だれもが知らない，だれもが消火に協力

食 会

できない大洋中で火災に遭遇している船を想像

していただけるだろうか。それには 119番の通

報なんかもちろんない。自らの手で消す以外に

方法はなし、。不成功に終われば乗員は一蓮托生

で海の藻屑となるのはあえて戦争中だけではな

いのである。 「消火」ではもはやないのであ

る。 『火災と斗う』そのものである。船乗りの

だれもが訓練されなければならない縮命はまた

ここにあり最近の艦船の設計，装置，そして装

備品は他の諸部分の近代化とともにすぐれた防

火，消火設備が施されているのも，このような

理由からである。

⑨むすび

海難にはいろいろあるが，船の火災といい，

衝突捌坐といい．また気象による難破といい．不

可抗力的なものはほとんどないと申してよし、。

いずれも初期において適切な処置があれば回避

できたものをとあとからくし、ても，もう遅し、。

火災もこの「初期防火」が強調されること，陸上

とまったく同じである。男散な FireFighting 

以前に，これをやらないですむよう ，常に「予

防」こそ災害に対する Fightingの最大の武器

であることを銘する次第である。

（筆者甲租船長組自衛即 日間 l駆潜隊司令）

現第l術科学校教育部長

？な
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の

防

一

予

一

火

一

出

一

突煙

1.はじめに

地方中小都市における煙突関係の出火はかな

り多いものと思われる。試みに全国統計と広島

市における統計によって，煙突出火を比較して

みると， 第1表のとおりである。
また，広島市消防 第 1表 煙突火災の全件数

に対する割合

1全国統計｜広島市

火災の実情」によれ 昭和初年I7.4% 113.0% 
ば，昭和 32年の火 " 31年I7. 5% 113. 1% 

32年I 6. 9% I 14. 9% 
災のうち，専用住宅 " 33年 6. 7% 11i. 7% 

I/ 34年I6. 3% 110. 1% 

局発行のパンフレッ

ト「広島市における

の火災原因は

第 1位煙突 15. 38%(20件〉

13. 84%(18件〉

12.3 %06件）

7. 23%(10件〉

6. 15% (8件〉

第2位

第3位

第4位

マッチ

石油コンロ

こたつ

第5位 たばこ

であり，また飲食店においても， 1位は煙突，

2位はマッチである。このことから，煙突出火

の特徴として，一般住宅，飲食店に多いことが

あげられる。

広島市消防局所蔵の火災原因記録から，昭和

34年， 35年の煙突出火事例を抜すいしてみよ

う。（第2表参照〉
第3表における 49件は ［飛火 20件

｛煙道 7件

l煙突 22件
と分けられる。 第3表に全国統計での内訳を示

す。

飛火による出火は件数も多く ，防火対策上重

要な問題であることにまちがし、はないが，かな

り広範なことがらが関係して，と うてい一朝一

タには論じっくされないので，ここでは触れな

L、ことにしTこし、。
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考え方

森脇哲男

煙突部分からの出火はほとんど壁体あるいは

屋板の貫通部においてである。そしてそのうち

の多くが，煙突表面と木部の接触によって出火

している。

しかし，接触していなくとも，出火する実例

も多く ，前掲出火事例のうち，＠，＠の場合，

屋根貫通部において土管で煙突をおおって木部

との接触を避ける二重煙突構法である。 （第 1

図参照）

＠の場合木部と接触していないが，大壁の中

に塗り込められているため，柱から出火した。

（第2図参照）

＠の場合貫通部でなく ，内壁に沿った部分か

ら出火した。 （第3図参照）

＠の場合，木ずりモルタル壁に接して立ち上

がっているレンガ積み煙突であるが，き裂を生

じたため， 壁体の木部から出火。

＠，＠の場合，煙突を不燃材料でおおった構

造になっているが，外壁に接して立ち上がって

いるため，伝熱によって壁体の木ずりから出火

した。 （第4図参照）
けっきょく煙突部分からの出火は，つぎのよ

うなタイプにわけることができる。

イ 可燃物と接着している場合，直接伝熱に

よって出火する。たとえば，壁体貫通部にお

いて下見板，木ずり ，間柱などと，あるいは

屋根貫通部において天井板，野地板，そぎ板，l

Tこるきなどと。

ロ．可；燃物と近接している場合，ふく射熱あ

るいは空気の対流伝熱によって出火する。

ハ．上記の場合で，とくに大壁の中のように，

塗り込められ空気の流通のない場合，空気の

伝熱の度合いが大きい。

ー 不燃材を介在して可燃物と接している場

合，不燃材を通して伝熱によって出火する。



広島 市の 煙突火災事例

形状

4インチφ 長さ 7m
21 cmφ 長さ Sm

30cmφ 

20 cmφ 鉄製

8cmφ 長さ llm

3.5インチφ

レ γ ガ づくり煙道

レンガ づくり内部

ト タン製

石綿セメ γ ト円筒ti

長さ 5.4m

長さ 5.4m

長さ 5.3m

3インチφ
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V
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V
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V
，φ
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25cmφ 

8. 75 cmφ 

12. 7 cmφ 長さ 12m

5インチ φ 長さ 5.4m

4.5イ γチ φ 長さ 3.6m

4インチ φ 長さ 4.5m

5インチ φ 長さ唾.5m

4インチ φ 長さ 3.6m

4.5インチφ

の笑

石綿セメソト円筒製

土管製煙突

鉄製煙道

石綿セメント 円筒製

レンガ づくり

石綿セメント円筒製

石綿セ メント円筒製

石綿セメ ン ト円筒製

石綿セメント円筒製

レ ンガ 勺；く り

石綿セメント円筒製

レンガ づく り

土管製煙突

ブリキ製

土 管製

石綿セ メント円筒製

レソガ づくり

石綿セ メント円筒製

火

ふろ煙突の飛火

業務用かまど煙突飛火

作業場煙道より出火

ボイラー用煙突より飛火

炊事用かまど煙道より火出

ボイラ ー用煙道より出火

ストープ用煙突より出火

炊事用かまど煙突りよ飛火

製菓工場乾燥器の煙道よ り出火

ふろ煙突の飛火

ふろ煙道より出火

業務用かまど煙突より出火

炊事用煙突より出火

ボイラ一周煙突飛火

業務用かまど煙突より出火

ふろ煙道

列車煙突の飛火

ふろ煙突より出火

業務用煙突飛火

ふろ煙突飛火

炊事用かまど煙道より出火

業務用かまど煙突の飛火

ふろ煙突の飛火

業務用かま ど煙突から出火

炊事用かまど煙突から出火

業務用かまど煙突から出火

ふろ煙突から出火

給食用かまど煙突から引火

ふろ煙突から出火

業務用かまど煙突から出火

第2表

昭和 34年

煙所箇出日
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1
4
1
i
1
A
1
i
1
4
TA

1
4
可

A
喝

i

月

①

①

①

④

①

⑤

⑦

③

①

⑬

＠

⑫

⑬

⑬

⑬

⑮

⑫

⑬

⑬

＠

＠

＠

ゆ

＠

＠

⑧

＠

⑧

③

⑧

⑪

石綿セメソト円筒製 5インチ 長さ 5.4m

I/ 5インチφ 長さ 2.7m 

5インチゆ
4.5インチφ
5インチ長さ 16m

4インチ
15cmφ 長さ Sm

石綿セメント円筒製

板

長さ 3.33m
長さ 5.4m

5インチ

3インチ
5インチ

製

石綿セメ γ ト円筒製

長さ 3.6m

7cmφ 
4インチ

20cmφ 

トタ ン製

石綿セメント円製製

板

ふろ煙突の飛火

ふろ煙突から出火

工場乾燥室痩道から出火

ふろ煙突から出火

炊事用かまど煙突の飛火

ボイラ 一周煙突から出火

ふろ煙突の飛火

ボイラー煙突の飛火

炊事用かまど煙突の飛火

ふろ煙突より出火

炊事用煙突から出火

ふろ煙突の飛火

炊事用かまど煙突の飛火

ふろ煙突の出火

炊事用かまど煙突より出火

ボイラ一周煙突より出火

鉄

1月 27日

2月 13日

3月 1日
3月 6日
3月 13日

3月 17日
4月 6日
4月 6日
4月 7 日
5月 6日
5月 31日
6月 10日
6月 18日
7月 31日
8月 19日
10月 29日
11月 5 日
12月 31日

年
Z

Fhu
ニ

。。

ニ

和

ニ

昭

－一
リ
3
2
3
3
》

2
5
5
5
U
J一2
3
3
；
6U
Z
3
9

4

6

、
6

6

、
バ
モ

F白、

f
Q
F白
、
4

r白
、
fω
、江
w工品、
F刷
、
d
、

a＝臼
工
白
、 長さ 6m

注．昭和 35年のものについては必ずしも煙突出火の全件数ではなし、。
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工筈［内径

ZOcm程度）

n何ら

雪地績は菅
と白t吾胸部
から出火LIと

事

シ·~クイ

立断面図
平面図

図3 第

こと犬木ずリ

図第

モM'Jl，充てλ
出L人’箇所断邑回

石市宮セメント円筒5イL子口径
志さ S.4rn ( 3本経）

: IJ\ i~骨J'，下t'<Jより口土

2~百， 3 i百 7トむし丸＇Iλ， ～ 

決樫板張ここかう煙突表面の
ふく射熱により出火

宝F
’＂＇＇ 

（製菓岡）業務問かまど

3i里かまど2利較

に防火上の問題があり ，事例のほとんどがこの

部分にき裂を生じて出火にいたるものであり，

また木部との距離が非常に接近しているる場合

の出火も見受けられる。煙道がレンガづくりで

なく断熱性の劣っているもので造られている場

合には，貫通部の問題以外に，可燃物体を接近

しておいて出火する事例もある。一般に煙道は

内部温度が非常に高いと予想されるので，その

断熱性をとくに注意する必要がある。

ここでは，問題を限定する必要上，煙突部分

からの出火に焦点をしぼり，かつ， 多くの事例

を占める，炊事用かまどあるいはふろ用かまど

の石綿セメント円筒製煙突にかぎって検討を加

えていくこととする。

図4 第図

煙突火災全国統計

道 ｜煙突i計
161 I 1, 137 • 
193 I 1 294 

170 I 1 102 

175 I 1 227 

210 I 1 211 

909 I 5 972 I 11 831 

7. 7% I 50. 5% I 100% 

2,215 

2,484 

2,384 

2,436 

2,312 

2 

火｜煙
917 

997 

1 112 

1 033 

891 

1 4~：：~ I 

第

第3表

昭和 30年

η31年

32年

33年

34年

合計

（%） 

" 
" 

’？ 

ホ．上記の場合で，不燃材にき裂のある場合

き裂を通って伝熱する。

煙道とは，一般にかまど排気口から煙突立ち

上がり部までの聞をいい，普通レンガづくりの

ものが多L、。これが建物の壁体を貫通する部分

- 10ー



2.煙突内部の温度推定

出火原因の調査鑑定においても，しばしば煙

突内部温度が問題となり，測定実験をすること

があるが，防火対策上の問題としては，一々実

験をしているわけにはいかず，煙突内の温度を

推定することは重要なポイントとなる。

第5図において

T。かまど内部温度

Ti 煙突下部内部温度（煙道と煙突の取合

部）

T 煙突内の任意箇所（下から lメートノレ〕

の内部温度

とすると， T。は，

T. q Q’ 。＝ 一一一一一＋t
u cρG cPV 

という式で示される。式の導き方は省略するが，

右辺第1項は燃焼による温度上昇で，給気率，

完全燃焼率によって定まる。第2項はかまど内

壁などから失われる熱量による温度低下を示

す。かまどの燃焼実験で、は，通常みられるかま

どでは， T。の最高温度は 600。C～1,000。C程

度である。本稿の目的は T。を精算することで

はないので，防火対策上の目標としては，T。を

一応 1,000。C と考えればまず安全であろう。

T, =Toe-ML 

M は温度低下率，Lは煙道長さ

煙

突
T 

Lメートル

fJI主ど

第 5 図

この式の詳細な誘道方法も省略したし、が，煙

道壁からの熱の逸散により ，温度はexponatial

な低下を示すことから導かれる。ここに M は

M=  2π一 （円筒断面のとき〉
ReρV 

= A; （箱型断面のとき〉
ReρV 

Rは煙道壁の熱貫流抵抗

計算によれば，レンガづくりではMはだいたい

0.2～0.3のものが多いが， 実測したものによる

と，ふろの場合 0.2～0.4,. かまどでは 0.2～

0. 6の値をとるようである。燃焼開始後，ある

時間までは，煙道壁に多量の熱を奪われるので，

M は比較的大である。（第6図参照）

ここで，今の場合煙突は石綿セメント円筒を

用いるということを考えなければならない。石

綿セメント円筒は JISA 5405によって火口管

と普通管との 2種類に分けられ，煙突の最下部

は火口管を使用することになっている。 JISに

おける火口管の耐火試験について相当量の試験

をしたところ，内部温度はだいたい 600°C前後

まで上昇する。換言すれば，火口管の耐火性は，

内部温度600。Cまでは保証され，それ以上の温

度にすることは好ましくないことになる。けっ

きょく ，T，は 600。C以下と考えなければなら
ない。そのためには，T。を 1,000。C とすると

MLヰ0.5となり MLは 0.5以上であること

が必要条件となってくる。

T= T,e-ml 

Tも T，同様上式の形で示される。ここにm
』主，

m＝~互ー で示される。
ReρV 

T，を 600。C とし，天候は無風状態であり，
その他の適当な仮定を与えて計算すれば， mの

山

B
F
b
5
4
J
2

d
＼
凶

乱1
2 
L 1mJ 

第 6 図
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値は第4表のとおりである。
第4表例 の値（T1 =600℃ のとき）

岩戸F弓::71が10三
6. 3 m I o. i4o I o. 105 I o. o剖 I0.062 
7. 2 m I O. 132 I 0. 098 I 0. 075 1 0. 058 

第7図は T-ml図であり，所要の mlがわ

かれば，内部温度を知ることができる。

2240 
←ISO 

－
倒
的
臼
川
げ
は
川
市

m

m山

o
a
D
O
D
o
n
E
D

120! 

60 3 
l [• ] 

第 7 図

3.煙突表面の熱伝導

3.1 表面に被覆のない場合

煙突表面の温度は内部温度によって次式のよ

うに示される。

to=_J,一一 （T-t0)+ta 
EodoR 

t。：表面温度，E。：表面の熱伝達率

d。：煙突の外径，R：熱貫流抵抗

T：内部温度，ta：外気温度

上式に E0Rなどを与えれば，T-toの関係

を知ることができる。筆者が行なった実験結果

およびその他の参考資料をもととして適当値を

与えて計算したのが，第8図である。これは無

風状態の場合であり，実際のものの測定では，

多少 toは低くでるようである。

表面のふく射熱について考えると，煙突表面

からある距離における，単位商積当たり通過熱

量を q[kcal/m2h］とすれば，

(( t。＋273γ ( t0+2型一γi
q=cψ1¥---WOJ一＼lOO ) f 
c：煙突表面のふく射係数 ［kcal/m2h°K]

v：形態係数
石綿セメン ト円筒では，ふく射係数はかなり

- 12ー
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第 8 図

大きいと考えてよいと思われる。

ψの値は第5表のとおりである。
第5表 ψ の 値

語主詰~2.吋…cj竺
4イ ンチ

口径5イふ予

ロ表面占りm距由主 2.5問
。・ 5CJ!l
x • IOcm 。 ， ISr.m

嗣

品

ぷ：.o;o

¥;jO 

L叩

50四

第 9 図



第9図は c=4.96としたときの数値を ψに

よって示し，また5インチのもので実験した値

をプロットした。実験結果では， ψの値は大田各

2.5cmで 1.0,5cmで 0.8, lOcmで 0.5, 

15cmで 0.3を示している。このことは，空気

の対流による熱伝導が，lOcmまでは影響を与

えていることを物語っている。

3.2 煙突表面が壁体内に閉じこめられてい

る場合 （表面に密閉空気層がある場合）

煙

突
密閉空気居

b 
Z
 

ふ

tz
 

e
L
 

－
 ー

＋
ι
 

E
 
＋’aM 

第 10 図

一般に表面に密閉空気層がある場合のモデル

を第 10図のように考える。密閉空気層内部温

度 tnは，

in （πb Fλ 
H一 ｜←一一tr＋一一一t問 l
A一互p_.L ¥ R1 R2り
R1 . R2 

tr：煙突内部温度， tJI：密閉空気層内部温度

iJJI：外気温度

b ：密閉空気層におおわれた煙突の長さ

2×F：密閉空気層外気境界面積

九： 煙突の熱貫流抵抗

R2: F部分の熱貫流抵抗

ここに，R,=nR1とすれば，

F 

tn ＝－－－－.＇.£ケ tr＋」F tllI
nn＋了 間＋--z;-

nは熱貫流抵抗比 l 
？と呼べば

F/bは密閉空気層の形状係数l

tnは nと F/bによって示される。

一般に壁体貫通部の場合，内外壁の熱貫流抵

抗が異なり，それぞれ R2,Rsとすれば，前々

式はつぎのようになる。

t 1 
n= 2~F「F「
一一一＋一一一＋一一
R, R2 Rs 

12πb IF F ¥ l 
~ tr＋！一一＋一一 lt川l R，‘＼ R2 Rs）叫 1

3.3 煙突表面が不燃材料でおおわれている

場合

この場合は，不燃材料の外側に木部が接触し

ているときが問題となる。かまどの使用が短時

間のときは，熱伝導の状態を非定常の形で時間

経過とともに考えなければならなし、。また，長

時間にわたる際は，定常状態になったときの状

態をおさえればよい。

第 II 図

まず定常状態の場合について考えてみよう。

第 11図のようなモテツレを考えると，

. d, 
f ... d8 2 ¥ 1 
＝（一一一一＋一一卜 ・CT-ta）十九
¥ ,¥3 E0d4) R 

ただし，
2 1 d2 1 d, 

R＝一一一一＋ In＿：.£＿ ＋一一In~
Eid, A1 d, A2 d2 

1 d, 2 
＋一一In~ー＋一一一一
As ds E0d, 

ここに，熱伝導率として
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4ト h'グ＇／ -0.4 

D内

i 2 メ芝話。0 C3 
x102 

第 12 図

,.¥1 = 0. 15 + 0. 0002 T [kcal/mh。C]
（石綿セメント 円筒。この場合は高温にな

るのて、温度の唄を入れた。〉

As= 0. 1 [kcal/mh°C] （木材 ・常刊誌のもの）

を代入し，E；は 40～100kcal/m2h。C,E。は

10 kcal/m唱。Cとすると，5インチの場合不燃

材のj享み lOcm，木材の厚み lOcmのとき，

第 12図のようになる。

ド
＼
』
p

－
T

0.3 

且2

0.1 

」~O I 
~tメノト円筒
タト 径 20co
嘩さ I cm 
入＝0.3kcol/mh'C 
a =0.001 •'lh 

2 3 4 5 
不燃材
（い1.2kcol/mh C 
a =0.00 4•'/h 

第 13 図
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2については，

コンクリート 1. 26 [kcal/m2h。C]

軽量コンクリ ート 0.4～0. 6 [ // ] 

けい藻土 0.07～0. 12 [ // ] 

赤レンガ（軟質） 0.47～0. 64[ // ] 

赤レンガ（硬質） 0. 7～1. 14[ // 

という値が与えられている。第 12図では， ア

が 600。Cの場合には，ん は 0.1程度以上では

tw は 200。C以上となり，出火危険がある。

非定常の場合，同じく煙突の表面に不燃材の

居が lOcmあり ，その外仮I］は解析に使のため断

熱状態にあると仮定して，不燃材表面の温度を

検討してみる。

第13図は，石綿セメント 円筒（外径 20cm,

厚み lcm）の外側にコンクリ ート 層のあるとき

の温度こう配を schmidtの方法で作図したも

のであり，第 14図は，コンクリートの代わり

にけい藻土でーおおった場合で‘ある。煙突外径

を 20cmとしたのは，この種の構法は，大規

10 

0.61 ，ー

とこ 0.5

"' 今J

11oh2o•in 

前戸「
I I sh3omih 

川－ 1- I内川
i 6h30内
5n3om'n 

0.2ト ｜→ ー・4h羽銅山ーメ

3h30.;h 

2h3omln 
一一一--l1°30"'° 

3omin 

0.4 

。トー

。
、ー＿＿，，，..＿，.

石綿t〆ント門筒
タ卜 径 2icm
庫 之 lcm
入 s 0.J k印I／，帥・c
a m 0.00 I m'/h 

：入＝O.J｝〈国.／mh'C
a ~0.00 I m'/h 

第 14 図



模の煙突に対して用いられることが多いからで

ある。

これらの図から，コンクリートでは約3時間

、後，けい藻土では約5時間後に， 200。C以上の

数値になる。もちろんこれは表面を断熱状態と

仮定したものであるから，可燃物が表面を厚く

、おおっている場合を予想しているため，実際の

構造いかんで，このI時間は延長して考えること

ができる。

4.防火対策上の問題点

煙突の内部温度は，そのもっと も高し、最下部

、において最高 600。Cとすべきことをすでに述べ

たが，その上部においても，一般に考えられる

ほど：~1,i）.立には温度が低下しないことは第 7 図で

明白である。とくに，煙突表面がなにかでおお

われているような場合には，そうとう上部まで

600。C近くの温度を保たれているとみなければ

、ならなし、。その意味で石綿セメント 円筒を煙突

に使用するときは，全部火口管を用いたいもの

、である。

l章に煙突出火のタイ プを示したが，そのう

ちイ，ロの可燃物の接着，あるいは近接の場合

は，3章で確かめたように，表面温度，ふく射

熱もかなり高いものであるので，現行法規で定

められている 15cm隔離することを厳守する

よう強調したし、。

屋根天井貫通部あるいは壁体貫通部で閉じこ

められた空気層がある ときには，3.2の tnの

公

式において，ti=600。C t1rく200。C tm=20 

ocを代入して，
6. 977 nくF/b

すなわち，形状係数が熱貫流抵抗比の 7倍以上

なくてはならない。

（注， tIIく200°c としたのは，長期加熱出火

の可能性を勘案したものである。〉

不燃材で煙突をおおった場合にはとくに注意

を要する。12主の事例~＠がこの場合に属して

いるつおおわれた部分が長いときは，内部温度

の低下も少なく ，そうと う高温であると思われ

る。この場合かまどの使用時聞が短いときは問

題はないが，長時間使用する場合，または，短

時間でも一日のうちたびたひ、使用する場合，不

：燃材に木部が接触していると出火危険温度まで

熱せられることがありうることは3章に述べた

とおりである。法規で，不燃材を lOcmの厚

さにおおうことが， 15cm隔離することと同等

の扱いを受けているのは，危険きわまりないと

し、うことができょう。

けっきょく，煙突の出火予防を一言にして言

えば，表面から 15cmの聞は，流通した（密

聞きれなし、）空気周があることが絶対の条件で

あり， 屋根天井貫通部においても，壁体貫通部

においても，空気層を密閉しないこと，また，

不燃材でおおうときも，その表面に木部を接着

させないことである。

（筆者 東京理科大学助教授）
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交通制御の新しい課題 松永典昭

1. まえがき

数年来，道路の建設，整備のための公共投資

は著しい増大をみせていることは衆知のとおり

である。名神高速道路や首都高速道路はその代

表的なものであるが，国道路線にある都市のパ

イパス道路等々 ，自動車にのって数分も走れば

道路建設工事や改良工事に出合わないことが少

ないくらいである。 しかし，一方自動車は日を

追って増加しており，貿易自由化のあおりをう

けて相つぐ値下げにより一般庶民にも容易に手

にはL、るよ うになってきている。

このように自動車交通は生活と密接に結びつ

き，その必要性が高まってきている現状では大

都市の幹線道路は常時自動車であふれでおり ，

交差点における交通渋滞に拍車をかけている。

その対策として，交通規制により交差点にお

ける右折を禁止するとか，大型車の都心部乗入

れを制限することは行なわれているが，これら

は車の増加を制限することと同じように消極的

な方法であって，あまり望ましい方法ではない。

そこで既設の道路，新たに建設された道路を含

めて，すべての施設の機能を十分に発揮できる

ようにしなければならないのである。そのため

歩行者や運転者の心理，生理機能，自動車の性

能や挙動，道路構造や安全施設，道路網や都市

計画などを総合した見解によって交通対策を技

術的に検討する必要が生じてきたので・ある。 す

なわち交通事故をへらし， 交通を円滑にする規

制や施設を対象とした技術を交通制御というの

である。

東京のように複雑化した交通現象に対処する

には，現状の信号機，標識などの保安施設や交

通警察官の指示では十分に処理できない状態と

なってきている。局部的な信号待lj御では地域的

な改善とはなり得ない場合が多く ，交通制御も

いよいよ複雑化され，その上に施設も融通性の

- 16-

ある大規模なものに移りつつある。

以下新しい交通制御についての問題点を追っ

てみよう。

2.信号機

最近まで多く用いられている信号機は，その

制御機能よ りみればつぎのごと くなる。

(1) 定周期式信号機

(2) 交通感応式信号機

(3) 系統式信号機

(4) 自動感応系統式信号機

このうち定周期式，系統式 （単機能，三段切

替）は国産され設置されているものである。

( 1) 定周期式信号機

この信号機は一度セッ トしておけば緑，黄，

赤と順次灯火をそれぞれ一定時間点火するもっ

とも単純でかつ基本的な機能をもったものであ

る。緑，寅，赤の一巡を周期と呼び，この周期

で信号が繰り返えされる。交差点において東一

西方向および南一北方向を交互に整理する場合

を二現示f~lj御と呼び，東一西方向および南一北

方向の時間配分をその交差点の交通量などに適

合した値に調節し，セットできるものである。

く2) 交通感応式信号機

前にのベた定周期式信号機は交通需要をあら

かじめ予想して最適債と思われる現示をセット

して信号表示を行なわせるものであるが，この

信号制御は，交通の要求を計測し，その結果に

応じて信号の表示を変化させる機構をもったも

のである。交通量は一日にならせば少ないが，

一時的にかなり要求がある道路と幹線道路との

交差点に設置する比較的簡単な型から都心部の

主要交差点のごとく 重交通の複離な制御を行な

わせるよ うな，アナログ電子計算機を内蔵した

高級な型まで数種のものが開発されている。

（イ〉 半感応式信号機は交差道路側に感知機

と称する寧の通過を検出する装置を設置し，そ



め検出した交通の要求に応じ交差道路の初期緑

持聞を，その最大緑時間以内で延長することが

できるものである。今幹線道路が緑になった瞬

間から考えると，幹線の最少緑時間の聞は緑の

表示が続く。その聞に交差道路に交通要求があ

れば最少緑時聞が切れて黄表示となり，交差道

路に緑を表示するが，幹線の最少緑時間内に要

求がなければ幹線の緑表示は継続される。 しか

しこの継続時間中にも要求があれば直ちに交差

道路を緑表示に切り替える。

一度交差道路が緑になると，たとえ車 1台の

要求の場合でも初期緑時聞が与えられることに

なる。交通の要求が多く列をなして持っていた

場合は連続して感知機を通過するので，その検

出した量により緑時間を延長して渋滞していた

事をさばくわけであるが，最大緑時間以上には

延長せず，幹線の緑表示に切り替える。 この場

合待機している車のあることを記憶させる装置

を有する。

交差道路の交通が多い場合は，幹線の最少緑

時間，交差道路の最大緑時間の設定値による定

周期式信号機と同様の動作をするが，交差道路

の交通が減少すれば，その緑表示時聞は減少し，

幹線道路の交通を阻害することをなくすもので，

夜間交差道路に自動車がL、ないのに幹線側に赤

表示を出すむだな現象は除かれる。

（ロ〉 全感応式信号機は交差する両方向の道

路に感知機を設けて制御する装置である。両方

向道路と も初期緑時間， 最大緑時間の設定がで

き，半感応式と同様の動作をするものである。

( 3) 系統式信号機

定周期式，交通感応式信号機では周期と時聞

が調整，セットされるもので，独立に操作して

も十分制御目的を達すると判断された交差点に

使用される。近接する交差点に信号機があり，

その影響が無視できない場合や幹線道路の交通

疏を円滑に流す必要がある場合，都心部のきわ

めて近い各交差点に信号機がある場合にはどう

しても信号の現示に関連を持たす必要がある。

このような場合に系統式制御を行なうのであ

る。系統式制御には周期，時間配分のほかにオ

フセ ットと呼ぶ制御要素が設定できるようにな

っている。

このオフセットとは隣接する信号機が緑表示

になってから，その信号機が緑表示になるまで

の時間ずれのことをいうが，多く の信号機を系

統化する場合にはある特定の時聞から，それぞ

れの信号機の緑表示を始める時間のずれがオフ

セットである。 しかし非常に近い交差点につい

ては，同時に緑表示を出すことが好ましい場合

が多いが，このときオフセットはゼロであると

か，同時式であると呼んでいる。幹線道路の交

通をできるだけ速やかに流すための企画をする

と，まずどの程度の速度で交通が円滑に流れる

かを調査により大略の値を決定し，できるだけ

信号で停止させられないよう系統信号・の現示方

法を研究する。これを系統式信号機のプログラ

ミングといっている。その一例を第1図に示

す。この図では7ヵ所の交差点の時間配分はす

べて 50% としているが，実際の交差点におい

ては幹線にもっとも長い線表示を与えられるの

で，この図を現実に適するよう修正したものが

用いられる。連続通過帯の傾斜が速度を表わし

ているので， その速度で歩行すれば停止させら

れる可能性が非常に少なくなる。

第 l 図

(4) 自動感応系統信号機

最近都市街路や幹線通路の交通流を円滑にす

るには前述の系統式（単機能）信号機または中

央制御機能をもたせたのみでは，交通の複雑多

岐な要求には十分な速さで応じ切れなくなって

きている。そこで交通の要求を考慮し，その情

報を自動的に集めて整理し，信号表示を行な ら
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方式でなければならなくなってきたので・ある。

アメリカのフィラテ’ルフィアでのこの方式の機

恕設置は，その初期の例であり，他に十数カ所

設置されている。わが国では昭和 37年より科

学物察研究所において，アメリカイーグルネ土の

E C方式という自動感応系統式信号機を輸入

し，制御能率，系統方式の確立などの資料を得

るため，第一京浜国道の八ッ山，大森六丁目聞

に設置し，実験研究を進めている。以下その性

能について略記してみる。

本装置は，この種の機器としては比較的小型

のもので，幹線道路の系統捻理を対象としてい

る。この方式は第 2図のようなプロックダイ

ヤグラムで、表わされる。まずこのflilJ御を実施す

容知機 主単位制師揖曙号IT

一 一一

第 2 図

る地域を代表するような交通量を求められる地

点に感知機を設置し，この感知機による交通の

要求を品川警察署に設置してある主制御装置へ

有線ケー 7・ルにて伝送する。

主制御装置では送られた情報を上り，下りに

分け，それぞれアナ唱ク．計算機へ送りこんで，

一定時間内に感知機上を通過した車の数に比例

した電圧を発生させ，交通密度に相当するよう

な出力を得ている。この出力を基準として制御

のための周期，時間配分，オフセットを決定

し，主制御回路より有線ケーブルにて単位制御

機 (17交差点に設置してあり，直接信号灯の

表示を行なわせるもの）へ伝送される。

6通りの周期，4通りの時間配分，5通りの

オフセットの組の中から白由にその一つずつを

選べるので，これらの組み合わせは最高 120通

りの異なる表示が可能であるが，現実の交通制

御では約 24通りを実施している。また，まえ

もって週単位に，時聞を定めて持別のプログラ

ムを表示しようと思えば，プログラムパーに記
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憶させ，時計機構により正確な時間に指定した

制御を行なわせることができる。このようにし

て自動感応系統信号機は，その地域での交通量

の変動に対応して，その時期，状況下における

最適な信号表示が可能となるのである。

3. 交通の監視

一般道路，高速道路を問わず，その能率的な

運用には交通の監視技術が問題となるものであ

る。現在監視として行なわれているものは，主

としてノξ トロー／レカーによるものであるが，一

部高速道路などでは電波を利用した交通量の向

動測定保を備えたり，また工業テレビジョン乙：

置を用いた！監視を実施している。

c 1 ) 工業テレビジョン装置による監視
最近の電子技術の発達により，非常に小型で

~量のトランジスタテレビカメラが開発されて

きた。わが国でも哲視庁などが，祝田橋交差点

じテレビカメラを設置して実験し，また多少目

的は異なるが，国会周辺の交通状況の監視を実

施するなど，この二，三年来着目されてきたの

である。外国でもアメリカのデトロイト，ヨー

ロッパへ行ってミュンヘン，パリなどは交通の

監視用に相当大がかりな施設をしている。

圏内での工業テレビは，現状では伝送方式に

まだ不十分な点があり，その要求はあるが十分

利用されるところまでにはなっていなし、。すな

わち同軸ケープルによる有線伝送は交通の監視

とい う広地域よりの情報蒐集には非常な労力と

保守量を必要とし，技術的にも遠距離伝送の場

合，中継増幅などの手段を必要とするので困難

である。無線伝送方式を用いれば広い地域より

の信号も比較的容易に集められるが，遠隔制御

するためそれぞれ一対向の送受信装置が必要と

なり，また電波の割り当ての問題もからんでく

るので実現性にとぼしい。

そこで考えられるのが，低速度走査方式を万l

いた工業テレビである。交通の実態をはあくす

るのに数秒間の遅れは事実上問題とされない場

合が多いので，現在ダム建設とか主として工事

現場の監視に用いられている低速度走査の工業

テレビを用い，通信ケープノレ伝送を行なわせる

のも一方策といえよ う。



( 2) レーダーによる方法

走行する自動車の速度を測定するドップラー

レー夕、ーを用い，自動車の速度，種類，交通量

を自動的に連続記録する方法が考えられる。本

方式では自動車の走行速度，大型，普通，小型，

軽自動車というような大きさによる分類，それ

らの交通量をティジタノレに記録て、きるため，前

述の交通自動感応系統信号機の情報を蒐集する

感知機としては非常に有効な装置となるもので

ある。また速度のみを測定するドップラーレー

ダーを用い，高速道路の曲線部における危険防

止のため，ある規定速度（たとえば道路の設計

速度〉を趨過した車に対し警報を出すといった

積極的なサービスを行なう警戒標識にするのも

一つの交通制御技術といえるであろう。

(3〕 その他

交通信lj街］のための監視には工業テレピ，レー

ダーもそれぞれ有効に用いられると思われるが，

大都市の市街地域全部の監視ということになる

と現在航空管制とか列車制御に用いられている

ようなシステムがより好ましいと考えられる。

昭和 37年度の計画として警視庁，大阪府省

察本部に設置された交通情報センターについて

ふれてみよう。警視庁の場合，都内 200ヵ所の

主要交差点に交通情報の発信装置が設置されて

おり，その交差点における各方向別の交通渋滞

を5段階の尺度に分けて，交通警察官の視認に

よる記録を警視庁にある情報表示盤に表示され

るようになっている。情報表示盤は都内の主要

道路，各交差点を模型化し，一見して都内の交

通状況がどのようになっているかということが

わかるよ うになっている。

情報センター内部には表示盤，制御台，連絡

台，放送室などがあり，各放送局員が常駐して

情報を随時放送している。情報センターに集め

た資料は日時分，渋滞状況などをすべてテープ

に記憶させ，将来の交通制御のデータとして保

存している。このような非常に広範囲な情報を

利用し，信号機群の全面的な制御についての構

想をまとめてゆきたいと考えている。

4, 自動車の自動操縦

自動車の自動操縦は，アメリカにおいてGM

社がRc Aと共同で高速道路における衝突防止 、
のために研究を始めたので、あるが，今後の交通

制御の問題としては，高速道路における自動車

の交通管制l装置による ii動運転を行なわせるこ

とや，中央に設置した管制l装置により ，交通の

情報，天候などのデータを電子計算機を用いて

処理し，その状態にもっとも適合した速度，車

頭間隔，車線指定など走行ない白動車の挙動を

制御して，円滑に流し，事故を未然に防ぐもの

である。このような研究はわが国了亡、は通産省工

業技術院機械試験所において実験されている。

5，むすび

交通制御に対する方法として，主として信号

制御についてのベてきたのであるが，今われわ

れが実験を行なっている白動感応式系統信号機

にしても，交通制御の一つの足がかりとして幹

線交通流を対象とした方式を検討しているので

ある。 この新しい~l!IJ御によって今までの交通流

がどのように変化したか，つぎに簡単に説明し

てみたい。本装置，W:li'i：以111Tは上り交通で鈴ケ森

交差点付近に著しい渋滞が生じていた。

これはこの交差点の構造上の問題点もありま

た単機能系統の分岐点でもあったからである。

これが新しい制御によりほとんど渋滞は解消し

たのである。しかし鈴ケ森交差点より青物横町

交差点聞は道路幅flがせまいため，途中の交差

点での右折車の影科により ，走行速度はあまり

上がっていなし、。全区間約 6.5kmの走行速度

としては，以前は交通量約 2,000台／時のとき

20分以上かかっていたが，現在では交通量が

2割11;1加して 2,400台／時の状態で 15～16分

と向上している。この結果は大l略のもので近く

詳細な調査を行なうが，このように実際的な交

通量の 2割増加という型で表われてきている。

今後の問題としては現実の交通を制御するの

ももちろん必要であるが，事前に交通流を模促

装置（屯子計算機を利用したシミュレーター）

にて解析し，その結果を反映させるとか，機器

の商からは，より融通性のある交通感応信号機

の系統化をはからなければならないC•

（筆者 科学警察研究所交通規制研究室）
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オ ートパイの

臨床的テストより

科学警察研究所の交通規制研究室大久保室長

さんから，なにかまとめるようにとご指示を受

けて，いろいろ考えた末，非常に貧弱な体験な

カ1ら， アマチュアのメンパーによるオートパイ

のテスト結果のうちから，参考となる事項をま

とめてみることにしました。

オートパイ・テストの考え方

今日，オートパイは，メーカ，大学，官庁，報

道機関，民間の特殊な研究所などでテストされ

ています。そのほかに，ある程度，フィーリン

グを主とした路上テスト，不特定多数のライダ

マをテスト専にのせて，そのデータの平均値

によって一一一人車の調和を主にした一一テスト

をしようとするものもあります。

以下， 述べるところは，一番あとのテス ト結

果の物語りであります。

1. オートパイの疲労

車をいじめてはいけない，車がし、たむヨ， と

言われるが，いったし、し、じめると，どういたむ

のか。車をいじめず，静かに法定速度で走らせ

ておき，ある地点をO点として，そこをパスし

た時にガソリン，コックをとじて，フロート室

のガソリンだけで進み，ガス欠の初度症状であ

るプスンという音のした地点をある方法で、マー

クしてみます。何回か繰り返してやってみると，

車がそう古くなくてガソリンがチャンと入って

れば，だいたいにおいて同じ地点でプスンとく

ることがわかります。

さて，今度は， 2人乗りで荒くエンジンを扱

い， 急プレーキをかけたりして存分に車をいじ

めて，まだ，エンジンの熱L、うちに前のような

テストをしてみます。まえと同じスピードでや

ってるのですが，今度は，プスン音の地点がパ
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ラパラに勝手なところに散ってしまって正体が

つかめなくなります。

性能が，いじめられて落ちてしまった。だか

ら，プスン音の地点がまえのテストの時よりも

手前になるんだ，というのなら話がわかるので

すが，錯乱状態になるのです。もちろん，しば

らく冷却期間をおけば，もとのようになる訳で

すが，錯乱状態が何回も繰り返されれば結局は

重病人のようになってしまいます。

そして，何台かのテスト車によって調べたと

ころでは，125cc車も 1,0000 km放ったらか

しに乗ると，最近，流行している 75～90cc車

の新車の性能と加速，最高速は等しくなり，逆

に燃料費は 250cc車の新車時データに似てく

ることがわかりました。

駐車の時に，エンジン部によい風が当たるよ

う電装，燃料系のために日当たりを避けてやろ

うという心がけがぜひとも必要だと思います。

2. エンジンだけがオートパイでない

秋のレースに出ょう，新車を買って，本に出

てるようにエンジンの馬力を上げよう，と張り

切ってみたが，一向にうまくなL、。こんな例は

非常に多いのですが，それは無理なんです。な

ぜならば，新車では率制lやギヤやスボロケット

がなじまず重苦しし、からです。

つまり，苦心してパワ ・アップした分も，そ

の抵抗で食いつぶされるからで，それを少しが

まんして 3,000～5,000km も上手に慣らし乗

りすれば話は変わって参ります。

一例ですが，ある車を 4,OOOkm tCTらしてか

らエンジンの馬力を新車時の 8%上げて，後輸

出力をIJ!IJったら驚いたことに，新車時の 24%

も上がっていま した。わかりやすく言うと，月

給は8%しか上がらないんだが，必要なものは



すでに買い込んでしまったので支出が減ってる

から， 月給の 24% も貯金ができるようになっ

たようなものです。

某国の大使館の公用車が 10,000 km走った

ところでエンジンにトラブノレが発生した。デー

ラーでは恐縮して新車と交換しましょう’と申 し

入れました。

事務官は一一せっかく， 10,000 kmも慣らし

たのに新車なんかと交換されてたまるか，エン

ジンだけ新しくすれば十分だーーと噴慨したん

ですトら気は確かでした。

慣らしは安らない，ということでいかにも信

頼性が高いように思い込ませてる自動車もあり

ますが，エンジンなんかは新車のを直ぐに荒く

扱っても椛わなL、，なぜならば正規の潤滑が行

なわれているからで， ドライパーは，とは言っ

ても新車だから少し用心する，そこで車軸やギ

ヤの慣らしは済む訳です。

オートバイでも冬の寒い朝，エンジンだけ温

めて，さあ，これでヨシ，と口にし，ギヤに入

れて飛び出したと したら，エンジン以外の回転

部分はどうなるでしょう。自分だけはオーパま

で着込んで，サアとばかり，パジャマだけの子

供たちを雪の野原に連れ出すのと大差はない。

3. 驚くべき当て舵量

オートバイはカーフーの時には，その内側に傾

いてゆく ので，自動車のように，たくさんハン

ドノレを切る必要はない。よく地図のわかってる

ところを走る気ならハンドルは左右各 10度も

切れれば間に合います。

さて，左は自由だが右には 10度しかハンド

ノレが切れないテスト車を作って走ってみます。

もちろん，車は快適で危険もなし、。

突然，想い出して，左の狭いわき道に入ろう

とする。左に入るんだからハンドルは自由だと

荒っぽく操作すると意外やライダーは右側に投

出されてしまった。これは，急激に左カーブに

臨むために，車を深く左に傾けるために必要な

操作一一ハンドソレを初めに右に切る一一ことを

無意識にやったものの，右にはハンドノレが 10

度しか切れないのでロック してバランスを失な

って倒れたので、す。

日常の使用に支障のないハンドル角度でも少

突然、の操作で当て舵するときには不足の場合ら

あることはわかった。それにしても，その当て

舵量の大きなことに/Illをつぶしてしまいます。

さて，直線を路上に白くかし、て，オートパイ

にその上をなるべくはずさず進ませ，ある地点

で右か左にカーブさせるとして，正面からその

経過を 8mmカメラにおさめてみます。あと

で，スクリーンにうつしてみると，直線からは

ずれてゆく時の当て舵のための操作はよ くわ

からず，なんとなく車が傾いてカーブに移って

ゆきます。それは，カーフマこ移る地点があらか

じめライ ダーにわかっているので，非常にデリ

ケートに身体をこなして，強い当て舵を要せず

カーブに移るから前者の強い当て舵によるカー

ブはスグランフツレやトライアルのテクニックで，

後者の知らない聞にカーブに入るのはロード・

レースのテクニックで，この両者は大きな差を

持っています。

伊藤史郎，森下勲などのライダーはよく路外”

路上の両レースに模範を示しますが，努力と天

分に恵まれたまれにみる人たちで，一般には，

いずれかの道を選ぶより仕方のないものです。

4. 肉体を無にしてみる
路面とオートパイの激突がライダーに苦痛を

与えることは昔も今も変わらなし、。オートパイ

がライダーに打撃を加えようとしたら，ライグ

ーはいさぎよく人車の関係を絶ってしまえば良

し、。

たとえば，人も車もいない工場の構内を走っ

ていると，小さな穴を進路に認めた．そこで，

ライダーは上体を正し手をハンドノレから離して

タンクのあとにおき，手離しのまま穴を通過し

たとします。普通にグリップ。を握っていたので

は，穴のところで上体はのめり，グリップが下

から突上げてくるのを何倍にもして受けなけれ

ばなりません。ところが，その手は退散してい

るので，グリップはいくら張り切ってもまった

く関係がない，これを一一ショックに対して肉

体を無にする一ーというのです。穴の通過に伴

うショックはほとんど感じなL、。

もっとも， とは言っても，うす気味が悪くて，
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そうアッサリ手離しもできませんが。

上手な人にあとに乗っていただくと，人をの

せている重さも不安定さも感じなし、。これに反

して， 右手にスーツ ・ケースを持ち，しかも右

側！のブート ・レストだけを使わせて下手な人を

のせたら，運転する人は命がけになっても間に

合わなし、。前者はオートバイに対して肉体を無

にできた訳で－す。

5. 体力をオートパイにおよlます

オートパイには，ライダーの体力を駆動力に

するメカニズムはない，にもかかわらず，オー

トパイでは往々にして一一こ ぐーーとL、う動作

が問題になる。パネを共振に入れるもの，ハン

ドルを振って進むやり方，下肢を振るもの，上

体でプッ シュするもの，やり方は様荷ですが，

やり方の上で注意するのはーーたて方向におよ

ぶべきカを横に散らさなし、。ということです。

加速で競技やテス トをする時には，上体を平

たくして，頭を前にのばし， スタート時の前輸

の浮き上がりを押え，後輸を軽くして初度の回

転を容易にする。路面を足で蹴ることによって，

スタートをスムーズにしたりもできます。オー

トパイのたて方向に足を動かしてみて邪魔もの

がないのを理想とするのは，ライダーのフッ ト

・ワークがよく効くからで－す。

したがって，以上のような訳で，オートパイ

に関しては，僕は重し、からナ，という悲観論は

妥当ではありません。 いくら重くても，肉体を

無にし，ことあらばそのグラマー振りを体力と

してオートパイの推進を助ければよいから で

す。

6. 旋回スピード

半径を決めて，サークルを描き，そのまわり

を旋回させてみると， 50ccから 500ccまでの

大小各種のオートパイがほとんど同じようなタ

イムを出す。競技と してオープンでやってみる

と， ある時には 500cc車であり，ある 時は

125 cc寧が優勝する。

タイヤは深く傾いて強く路面に接するので，

空気圧が低いとタイヤは変型する。 非常な高庄
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では上手な人がベストとも言うべきデータを出

し，下手なライダーは大差をもって劣等のデー

タを出す。逆に超低圧ではライダーの技両の差

はデータに出ず一様にスロー・モー ションで

す。加速データも同じ傾向です。

旋回半径がつまればスピ ー ドは遅い．けれ

ども一一旋回秒時は短くなる一ーだから，イソ

・コーナーをボ トポト走っても，アウトコーナ

ー一杯に飛ばした車より一一時間は速く旋回す

る一一ーのです。

半径 25mのコンクリート広場の外側を旋回

させ，サイクルのライン一杯に近くコースを取

らせると，市販レーサ一級は 1周 12秒ツーリ

ング，スポーツ級は 13秒， 実用車は 14秒く

らいの疾走出発タイムが得られます。

7. 荷物のつけ方

125cc車に 15kgのパラストをつけて加速デ

ータをとってみた。ある場合には，タンクの前

方につけてみる。（前輪荷重は高くなる〉と，非

常に良いデータが出て，パラストをはずした空

身の場合より速やいデータすら得られる。なる

べく，できたらばタンク上回が荷はゆれず監視

もゆき届くし，走行性もよくなるはずです。タ

ンク上面，シート，キャリアのすべてをおおう

細長い薄い荷物なら，荷物の上にまたがって乗

ります。来心地はよく ，燃料費がよくなります。

8. むすび

タテ二輪車の安定操縦性を決定するものと し

て， 普から，キャスタ， トレーノレが重視されて

いました。ところが，それは一一体験によって，

現物ができて，あとから説明がついた一ーとい

う心細さです。

タイヤのジャイロ効果，重心位置の問題など

がこれについでいました。 しかし， いまでは車

体の剛性，タイヤの粘着性が安定操縦性のカキ・

を握ると言われています。

理論上でも実際面でも常に新しい展開をみせ

るオートバイは魅力あふれる乗物です。



海中の 7時間
一救 い を待つ遭難者 一

7 月17日午前11時50分．那覇市沖合で貨客船みどり丸が沈没し ．二百

数十名が波間に放り出された。5時間後．海空から心死の救助作割障が

行なわれたが． II 2人の命が帰らなかった。 一沖縄タイムス提供一







タンカー火災に備えて
東京消防斥は 8月2日朝 ．東京・晴美の園燦見本市梅

内の噴水池で．日本で初の大規模な 「水面に曾 ける油

火災 J の実験を行なった 。



危険物火災の特異事例について
(TDI，りん化石灰，過酸化水素，ヵーリ ット〉

1.概要

危険物火災の事例報告には余り目新しい事例

は少ない危険物火災の実態は，すでに数回にわ

たり報告舗③したとおりその大部分93%は油火

災であった。残りのわずか7%の件数の中には

珍しい特異な危険物火災がある。当横浜市内に

最近発生した危険物火災の中の特異事例 ：TDI,

りん化石灰，過酸化水素，カーリットの火災に

つきその概要を報告したい。

2. 特異事例について

2・ 1 TDI (Tolylene Di-isocyanate）ーブ

りヂストンタイヤ KK横浜工場火災一

1) 出火日時…昭和36年 1月20日：7時30分

(a) 読売新聞を提決

( b) 産経新聞社提供

写真 1 プリヂス トンタ イヤ，KK外観

清 水忠雄

2) 鎮火日時…昭和36年1月20日： 13時0分

3) 出火場所…横浜市戸塚区粕屋1番地

4）会社名…ブリヂストンタイヤKK横浜
工場

5) 損害…建物…鉄筋コンクリート 5階建，

建築面積4,947m2，延25,420m2のうち5階工

場 4,487m2焼失。 ￥ 22,394,000-

内容物…￥ 64,915,000-

計 ￥ 87, 309, 000-

6) 出火状況ー・

①ブリヂス トンタイヤKK横浜工場は出火の

前日である 1月 19日は休日であり，一部の作

業（原料配合など）を除き一般作業はしていな

台、っTこ。

③ 1月20日午前1J7時 35分ころ出勤した女子

工員K氏が第 32場の東側屋外通路を北に向っ

て通行中，第3工場の東側屋外通路を北に向っ

て通行中， 第3工場のほぼ中央に至ったとき，

第3工場5階の北東側窓より煙が出ているので

近くの旧守衛所に通報した。

③同時刻ころ同工場前国道側にある食料品店

のY氏が第3工場5階北側窓より淡い青色の煙

が出ているのを発見し，そのうち黒煙に変わっ

て来たので、火事と認めT消防署に通報した。

④出火した第3工場5階はエパーソフト製品

倉庫，原料配合ポールミル室，実験室，ウレタ

ンホーム試作所など第1図のとおりに使用され

ていたが，出火時はなんらの作業もしておらず，

かつ5階内にはだれもおらず無人であった。

⑤出火場所である 5階北東部にはウレタン発

泡機が設置されてあり ，ウレタンホームの 1原

料である TDIが温度低下による結品を防止す

るため出火の前々日の 1月18日午後4時30分

ころより 200V,500Wの赤外線電灯6箇を使

用し出火時まで照射保温中であったが，この保
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写真 2 内部状況

比重（25°C/15.5°C) 

蒸気密度（空気＝ 1）…6.0 

粘度（50°C）…1.45Centistokes 

蒸気圧…（20°C）－ー約 O.Olmm/Hg

限界濃度…0.1ppm，すなわち 0.7mg 

m2 ( 1日8時間労働として衛生上無害な

空気中の平均最大濃度）

危険性…刺激性物質，皮府あるいは限に

‘触れると刺激し，すぐに取り除かないと

火傷を起こす。肺を犯される。火災時に

は多量の TDIガスを発生。

2・2 りん化石灰 T木工所内無許可貯蔵…

1) 出火日時…昭和36年6月28日， 午前9

時 30分ころ～10時O分

2) 出火場所…市内南区大橋町2の42

工所内

3) 危険物の品名数量…消防法別表第3類－

りん化石灰 22kg入かん・・・168かん・ー3,696k毘

指定数量の 12.3倍

4) り災程度…木工所床板・・16m2・・一部焼

りん化石灰・・163かん…海中投棄

5) 損害額…168,000円 （内容物）

百
喧
0

．N帥－

トリレン ・ジ

温は無監視下に長時間なさ

れていた。

＠この赤外灯による長時

間照射と近距離により，保

温中の送油ゴムパッキング

が燃焼を開始し，遂にパイ

プが燃焼破損し，内部液ポ

リエーテノレ（ヲ｜火点229°C),

TDI (51火点 135°C）が噴

出引火して火面拡大し，付

近のウレタンホーム， ベル

トコンペヤ，エパーソフ ト

製品へと逐次延焼拡大した

ものと認められた。

⑦気象状況・・晴，北々西

5,5m, 1。C,51% （実効配

度 54%)

1K1その他…出動…58隊

注水…55隊 工業地域，TDI: 

イソ ・シャナート

化学名 ・Tolylene Di-isocya nate 

市販名 ：TDI

化学式 ：CHaCsHa(NCO),

WC 

第 1図

エス
－アル

CH, 

OCN-n1-NCO 

＼／ 

O
 
C
 
N
 

印

lA

川
y
m 2-6 Tolylene 

-Diisocyanate 

T木

_-4 Tolylene 
-Diisocyana te 

品質 工 業用蒸溜品・液状

純度一99.0%以上，市販品の異性体含有化は

つぎの 3種類である。

(a) 100%…2-4 ~性体
(b〕 80%…2-4異性体，20% 2 6兵性体

( c) 65%…2-4兵性体，35%2-6具性体

Ca）…ヲ｜火点…132°C

務t点…251°C

色・無色または淡黄色

吸湿性…水と反応して C02ガスを発生

感光性…紫外線により賞変

臭気・・・刺激臭
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6) 気象状況・・雨，南の風，4m, 22°C, 97% 

実効湿度・・87%

7) 状況…

① T木工所主 T莱が朝食時作業所のほうが

「ポン」 と言う異音がしたので 2階から作業所

のほうを見たら煙が出ているので，急いで、いっ

て見ると 2かんほど火がl±lていた。

②急いで消火磁を使用したところ，これがか

えって急激に炎が起こったため急いて、 119番に

通報した。

…消火弾による初期消火失敗例

③当木工所は老朽はなはだしく木工所として

の仕事はせずに，その入口に面し，5ガロン亜

鉛引き容綜入れ「りん化石灰」 168かんが無許

可で貯蔵されていた。

④その内の 2～3かんの上ぶた破損部分に当

時の集中豪雨の一部が横窓からしぶきとなって

飛散し，りん化石灰のむき出した部分に接した

ため，自然発火に至ったものと推定せられる。

⑤火災を起こした，りん化石灰は昭和 35年

l2月 30日市内鶴見地区生麦町 2-306番地T倉

庫で降雨により出火し消火後持ち出したもので

同日茅ヶ崎市矢畑 723番地N糧穀KK工場に貯

蔵を依頼したが，危険性を感づかれ翌 31日出

火場所へ預って貰ったもの。

⑥出火後消火剤と して石灰 60袋，白竜砂 30

袋を急、逐調達使用して， 一時消火せるも一時退

避した町内会住民の陳情もあり当非直職員 33

名，局員 10数名をもってトラックピストン輸

送を行ない，神奈川区出田町ふ頭より PM, 3 

時衛生局第二きょずみ丸（糞尿船）に積込み大

島沖公海へ海上投葉を行ない完結した特異のケ

ースである。

む その他…

りん化石灰は吸湿による発熱物質で－そのおもな

る性質はつぎのとおりである。化学式…CasP2 
灰褐色無定形の塊，比重…2.51 水および希酸

によりはげしく分解し猛毒性のフォスフィ ンガ

スを発生による。

CasP2 + 6H20 =3Ca(OH)3 + 2 PH. 
フォスフイン自身も引火性であるが，その中に

不純物と して含まれる液状りん化水素 P2凡は

自然発火性であり ，発生とともに引火爆発する

場合が多い。

2・3 無人の倉庫火災例…

1) 出火日時…昭和 37年 11月 11日， 3時

22分～10時 58分

2) 出火場所…市内神奈川区内

3) 会社名一C倉庫運輸KK 

4) り災程度・鉄筋コンクリ ート造 り， 3階

建間口 23.3m，奥行 17.3m，延面積403.O~m2 

延面積 1523m2のうち 1階 C-1倉庫 295./5m' 

の内壁一前焼損および過酸化水素 750個，ステ

レオ装置. 1559台， レコードプレーヤー263台．

大豆など焼失。

5) 損害

建物￥ 874,900円

内容物…￥ 27, 889, 030円

計 ー￥ 28, 763, 930円

6) 出火経過－

①出火建物は京浜第一国道に商した鉄筋コ ン

グリート造り 3階建倉庫であり，1階C- 1倉

庫から出火した。

②出火したC- 1倉庫にはステレオ 1607台

写真 3 50%過酸水素容器包装

写真 4 倉庫内貯蔵状況左側~~酸化水索
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およびステ レオ付属のプレーヤー 253伺の相包

品が庫内の半分以上を占めて収納され，西側C

- 4倉庫（ 1階はCマー し C-4倉庫となって

いる。）側には左側よ り大豆，トウモロコシなど

来m殺の粉砕混合物の家畜飼料が南京袋および夙

にて 526袋，つぎにポ リエチレン容器を木箱で

相包した過酸化水素（濃度 50%容量 20kg入

り） 750倒， ドラムかん入り合成樹脂原料 43

本，ドラムかん入りスクラップ 22本などがお

のおの品物ごとに若干の間隔をおいて収納され

ていた。

③11月8日最終入庫した過酸化水素の容器が

入llll時破損し，過酸化水素が漏えいしコンクり

ート床面を流れ，隣接して積んであった前記家

畜飼料に流入し，酸化反応を起こし蓄熱。

④加えてコンクリート床および過酸化水素容

器梱包用銀、帯との接触によりますます酸化反応

が激進。

⑤約60時間の長時間にわたる酸化反応の末，

遂に出火したものと推定。

⑥たまたま通りかかりの流しのタクシー運転

手が出火倉庫より多量にl噴煙しているのを発見

し，横浜駅前交番に急報，さ らに同交番より消

防局に通報したものである。

7) 気象状況…雨，東西の風，3m, 9. 6°C, 

90% （実効湿度 78%)

む その他…

①出動部隊・・12I添うち注水…8隊

②商業地域

2・4力一リッ卜爆発事故＠
1) 災害発生日時…昭和37年 12月7日： 10

時30分ころ

2) 災害発生場所・・市内保土ヶ谷区仏向町

1625番地， 日本カーリ ットKK保土ヶ谷工場

第5てん薬工室

本屋…21.45 m2 下屋…8.58m2 

3) 気象状況…晴，北々西の風，ム5凶 69%

（実効湿度 69匁） 4.9。c（午前9時），
4) 被害状況…

①人的被害…死者5名傷者…重傷..,. E名

軽傷…37名…計 47名

②物的被害…全壊… 2棟 ・・72m2半壊…5棟

137m2一部壊…4棟…6m2計・・11棟…215mZ

その他…38棟…小部分壊の民家7棟を含む総計

．・49棟

③損害額 5,185,230円

ア）建物 ・2,540,460円

イ〉収容物・・2,644, 770円

5) 災害発生状況…

①当日第5てん薬工室では，工室責任者完工

1名，てん薬手女工4名計5名により 8時 2()

分ころにてん薬作業が開始されていた。

②当工室の作業予定は，耐水特紫 L23mm,

90gを 14箱製造し 引続いて耐水特紫 L.22

mm, 80gを作業終了時 17時20分まで製造す

ることになってL、Tこ。

③事故発生の数分前に第5てん薬工室に立ち

寄った者の薬配員の証言によれば，10時 15分

ころに薬を入れに立ち寄っており，その際まだ

1かん半の混和薬を確認している。

④第2包装責任者の証言でも第5てん薬工室

では前述の寸度が 10箱程度製造されていたと

ころのできごとだと言っており，また同室の薬

包端付員の証言でも，22mm,80gに切り換え

られていない前のできごとだと言っている。

⑤同工室に連接する第2節分てん薬工室で作

写真 5 カーリ ッ t爆発状況（右側爆心地） 、
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写真 6 爆 心 地

業中であった者の証言によると，爆発音はほと

んど立識していないが，ただ突然、たたきつけら

れたような感じで，気が付いた時には建造物の

はしらの下敷きになっていた。本人は0分の工

室で爆発したのて‘はないかと錯覚したと言って

いる。

＠第3てん薬工室で当時てん薬機の調整中で

あった工室責任者の証言による と，突然、後頭部

をなぐられたかのように思った瞬間，大音響が

起きたとのことである。

⑦てん薬中の品種と爆薬の停滞量はつぎのと

おりである。

a.品種 ：

耐水特紫L・・・23mm・・・90g

向上配合割合・．．

過塩素敵アンモニウム ……83.5% 

けい素鉄 …… 2.0# 

ニトロ化合物 …… 3. 0 ,v 

木粉，澱粉および金属石けん…10.5 ,v 

重 油 ・… 1.0#

計 100.0%

写真 7 燥発 したものと同型のてん薬機

b. Wsてん薬工室の燥薬量（停滞量）

薬配Hおよび燥薬運搬nの認言などにより推定。
(1）工室内の薬入れ用丸かん…

2カ治ん×30kg・・・60kg 

(2）てん薬機ホッパー中には満泣・

4ホッパー×4kg・・・16kg 

(3）てん薬機テーフ、ノレ上のわく …

90 gr x 65木x2わく ・・11.7 kg 

(4）工室外（下足）には製品わく 2

90grx130木× 2わく・・・23.4 kg 

計 (1+2+3+4）・・・111.1kg 

・81；爆発前の状態に飛散した部1日：を回収してて

ん薬機を復元し調べたところ燥発はいくらかの

シリ ンダー内（テーフソレの上〉，いくつかのホッ

ノミーの内および作業台の上で起こったこ とが推

定される。

⑨また第5てん薬工室の床コンクリ ートの上

の2箇所のロート孔の位置から，同工室内薬入

丸かん置場と工室外下屋製品わく位場でも煤ー発

があったこ とは明らかであった。

⑩諸種の状況判断から丸かん爆発以前に3番

機が爆発し，これが直接または作業台上の薬包

から他の機のシリンダーに伝わり，他方また丸

かんの混和薬に殆爆し， さらに下屋の製品わく

へ波及したという推定が成り立つ。

⑪爆発の発生は一応3番機のてん薬機のシ リ

ンダーと想定されたが，その原因はいろいろ考

えられるが，作業中における異物の混入説が有

力と考えられる。

3.結言

①危険物火災の特異事例と して当横浜市内に

発生したTDI, りん化石灰，過酸化水素，カ

ーリ ットに起因する火災例を紹介した。

②T D Iについて化学の進歩発展につれて，

危険物条例制定当時また最近の危険物の規制に

関する政令tl11J定当時夢想だけに予想しなかった

新しい危険物品による特呉な事例である…こと

である。 このような新しい危険物品が生まれ，

そして十分にその危険度が判明されないほどに

大きな事故の発生する恐れのあることに，十分

注意しなければならない事例である。
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＠りん化石灰の事例は珍しい事例の一つで，

それが集中豪雨によりはからずも火災となり，

無許可貯蔵が露見し付近の住民に発生せる毒ガ

スの恐怖を与え，消火にまたはその後の処置に

消防機関の手を最後までわずらわせた特異なケ

ースであったことに留意しなければならない。

こんな事態を招来せぬための危険物行政で‘ある

ことにわれわれも深く考えなければならない問

題である。

④過酸化水素も同様のことが言え，またその

濃度が市販品の 25%以上のもの…50%の輸出

品であることに思いを至した場合，メーカ側に

も容器，包装などに一考の余地があり，倉庫業

者側にも，その取り扱いにもっと科学的な知識

と管理が要望せられる問題が残される。

⑤カーリットについては，それ自体火薬であ

り，製造中の事故例であり ，学識経験者，業界，

× 

新刊紹介

炭谷不二男著

“災害防止の実際的推進”

ご承知のように，防災とか，保険などとい

うものは，一人や二人の秀才だけではどうに

もならないものであって，数多くの，種々の

立場の人々のたゆまざる努力が必要なのであ

る。

著者，炭谷氏の言をそのまま借用すれば，

「産業安全の仕事は，自然科学だけでもなL、，

また単なる労働問題でもなし、。災害は労使相

互の妥協で解決する性質のものではない。

安全とし、う仕事は工学と生理学と心理学の

科学的基礎に立脚し，これらを人間関係とい

うか，人と人とのつながりで，結合，調整さ

れるべき営みだと考えている。それだけに安

全の仕事は奥行の深いものであると同時に，

身近に転んで‘いる常識の実践でもある。」 け

だし防災の精髄を伝え得て妙なるものがあ
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× 

取締官庁相互が安全操業につき真剣に検討すべ

き問題で，この種の事故を二度と繰り返さない

ようにすべきである。

追記：

①危険物火災5ヵ年間の統計について…清水

忠維…予防時報…22～23号，1955年

②危険物火災 10ヵ年の歩み…清水忠雄…予

防時報..34～35号， 1958年

③横浜市危険物火災の展望・・清水忠雄…火災

p. l, No. 35, 1959年

④2.1, 2. 2, 2. 3については当局警防部らび

保安課なに予防課調査係保官の資料から引用。

2 ④については第5回火災予防研究発表会梗

概集（昭.38年3月 全国消防長会関東支部主

催） 山田武氏発表より引用。

いずれも関係者のご好意を探謝します。

（筆者検浜市消防局技師）

× 

る。炭谷氏は現在，三菱石油川崎製油所の製

油部長の要職を勤めるエンジニアであるが，

工場の安全管理の実務を，多年にわたり経

験されたベテランである。またわが国におけ

る安全工学〈セフティエンジニア リング）の

数少ないパイオニアでもある。したがって，

この本は，味わって読めば読むほどために

なる。特にチェツクリストの実例は，そのま

ま各種工場の現場に適用できるものが多L、。

高等な理論的思考も，各種の自然科学的デー

タも，目的に向。て，実際に生かされなけれ

ば，宝の持ち腐れであり，大きなむだでもあ

る。この有益な著書により，わが国における

この分野の専門家が活眼を聞かれ， また反省、

の機会を得れば，産業安全の推進はより活発

となることであろう。とにかく，まず皆様の

ご一読をおすすめする次第である。

（左右田信一）

発行所 ・東京都文京区駕簡町11 コロナ社

391ページ， 定価 1,200円
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・・圃・・・・・・・・・・・・ 最近の爆発災害について

。まえが ・き。

わが国の工場，事業；場では勾年数多くの爆発

災害が発生しており，これに伴う人的物的損害

は大きなものとなっている。とくに最近は科学

技術の革新にfl'.い，新製品や新しい操業方法が

数多く生み山され，利用され，事業場の能率化

と近代化が進んできた反面，無批判に取り入れ

る結果，これにもとづく新しい危険性が明大し

つつある。しかも一方では旧態依然とした，危

険物の性質に刻する無知から，つま らぬ原因に

より爆発事故を起こしている例も多く，中小規

模の事業場にこれがII立っている。

したがって，今後の爆発事故防止対策には，

新しい危険性に対処する対策と，従来から言一わ

れている危険防止対策の普及やけいもうとい う

二本立てが必要であると思われる。そこで，昨

年から今年にかけて生じた爆発災害のうち問題

となるような事例を紹介し，以上のような見地

から検討を加え，爆発防止対策の一助にしたい

と思う。

。爆発災害の発生概要。

昨年は 1年間に約 140件の爆発災害（鉱山 ・

発破事故を除く）が全国の工場，事業場から労

働省、に報告されているが，この数字は実際の爆

発災害のごく一部と考えられ，氷山の一角とも

いえるので，報告漏れになったものがかなりあ

るはずであるが，損害の大きい重大災害や，爆

発原因で問題となるようなのは一応報告されて

いるのでだいたいの傾向を知ることができる。

発生件数を業種別にみると約3分の lが化学工

業であり ，爆発危険の高い代表的な業種である
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ことを証明している。規模別にみると，化学工

業を除くと中小企業で非常に多発しており，危

険物類に対する無知が目立っている。

作業別にみると，タンク内作業 ・修理作業 ・

塗装作業 ・溶接作業などで相変わらず数多くの

爆発事故が生じているが，研究所や旅館などに

おいても発生しているし，また採暖のために不

用JJJこ引火性液体を使用して爆発したというよ

うな事故もあとをたたなし、。爆発料品別にみる

と，ガソリン，シンナーなどの引火性液体がだ

んぜん多く ，これについでプロパンや水素，天

然ガスなどの可燃性ガス類によるものが多い。

煙火，火薬，などの爆発物もかなり多L、。最近，

II立っていることは，アセチレン発生器の爆発

や，スクラップ類の’爆発事故が激減しているこ

とであって，溶解アセチレンの普及や戦時中の

武掠砲部類のくずの消化が一段落ついたことに

よるためて、あろう。

一方合成樹脂粉末やけい化石灰粉末の粉じん

爆発，新しい塗料の混合中の爆発，液体酸素や”

高圧酸素による爆発事故なども目立っている。

。災害事例。

1. タンク内作業における爆発

( 1 ) 37年6月27日午前10時15分熊

本県 S電気工業負傷者2名

マンホーノレ内でケーフール調査中，マッチの火

がマンホールの底にたまっていたガソリンに引、

火。

( 2) 37年8月6日午前 10時0分愛媛

県（株） K組死者2名

修理船船首内水そう検査のためローソクを持

つてはいると同時に爆発した。水そう内にだれ



かがガソリンを入れたためと思われる。

( 3) 37年4月7日午前9時0分埼玉県

D電話工業負傷者2名

電話地下ケーフ’ルのマンホーノレがガスくさい

ので，その存在を確かめるためマッチをすった

ところ爆発した。

以上の事例は，狭随な区画されたような場所

の作業で，不用意に火気を使用したために爆発

したものの一例であって，アセチレン溶接， 塗

装作業，その他タンク内で作業中に生ずる災害

は，爆発のほか，中毒，感電，薬｛払やけどな

ど非’出に多く ，結果は悪質で様性者も多い。作

業前，作業中の正しいガス検知の実施や，保護

具類の使用，防燥探具の使用など完全な安全対

策が必2.I:：である。

2. 電気設備からの引火

( 1 ) 37年2刀7日 午後 l同 10分三重

県 Tカス化成負傷者4名

アンモニウム合成塔の定期修理作業のため塔

内にはいって作業中，塔が爆発した。原因は格

内に水素が漏れていたため，照明用のハンドラ

ンプのコ ードの短絡が点火源となったものO

( 2) 37年3月17日午前11時 58分兵

庫県 N触媒化学死者1名 ・負傷者2名

無水フタール酸製造用配管掃じ中に突然爆発

が生じた。原因は照明に使用するハンドランプ

のコ ードのスパークから残留するフタール酸蒸

気に引火したものと思われる。

( 3) 37年7月20日午後3時 15分 宮

城県 T工業所死者2名 ・負傷者1名

水力発電所の水圧鉄管内を塗装作業中，管内

にシンナーの蒸気が充満し，照明用電球の破損

から引火爆発した。

( 4) 37年 11月6日午後5時5分 北海

道 Kトヨベット（株） 負傷者 1名

ガソリンタンク修理のため作業ランプを自動

車にかけて作業中，この電灯が地上に落ちてこ

われたため，このときのスパークから付近のガ

ソリンに引火爆発した。

危険なガス蒸気類の存在する危険場所で使用

する電気設備は，防爆型であるべきことは常識

であるが，実際には不完全なものや，普通品で

まに合わせている場合が多L、。とくに事例に見

られるようなタンクや配管内などで一時的に使

用する移動灯は，点火源としてきわめてその可

能性が多い危険きわまりないものであるが，往

々にして乱暴な吸いを受けてこのような事故を

起こしている。とくに移動灯の場合は，たとえ

防爆構造のものであっても，もっとも危険な場

所には使用せぬほうがよいとされているくらい

であるから，ガスぷ気の排気，ガス検知の実施，

固定設備に変えられる場合は安全性の出＇ j＼，、固定

の電気設備に変えるような対策が望ましいわけ

である。

3. プロパンガスによる爆発

( 1 ) 37年sn 17日午後3時0分滋賀
県 I観光ホテノレ 負弘5者4名

プロパンボンベ取り替えの際，ボンベの口金

をはずして粗様に運搬したため，ガスが漏れ，

ボイラ室の火から引火爆発したO

( 2) 37年 12刀3日午前7時0分奈良

県（株） M旅館負傷者1名

プロパンストーブのせんをあけはなしにして

いたため，元せんを闘し、たところ室内に充満し，

これを注意しに行った女中の制止をきかず，た

ばこをすおうとマッチをすったため爆発した。

( 3) 37年 12月14日 午前sn~i' O分宮城

県 T石油ガス附負傷者4名

液化プロパンをローリ一事より貯蔵タンクに

移送中，ホースのカップリング部分がはずれプ

ロパンがl噴出，付近のガスストーブから引火爆

発した。

プロパンなどの液化ガスによる事故は，タ ク

シーや，家庭での事故も多く ，例の山中湖畔秋

田山荘事件などの例のように，爆発のほか，中

毒危険もあり，他の引火性液体よりも危険性が

大きし、。したがってその取り扱いや管2理には細

心な注意が必要である。

4. 抽出工場の爆発

( 1 ) 37年8月 14日 午前 11Jl寺40分福

岡県 H製油所負傷者4名

菜種油の二次加工抽出機運転中，抽出器から

油かすを取り出したところ，かす中のヘキサン

蒸気が室内に充満したため，これが lOm離れ
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大油揚げ製造中のかまの火から引火した。

( 2) 37年 10月27日午後4時 25分山

梨県 Y化学有限会社 死者2名 ・負傷ー者

8名

アセトンを溶剤としてかし、このふんから葉緑

素抽出作業中，抽出かんからアセトンが漏れ工

場内の電気スイッチ？から引火した。

抽出工場は大量の引火性料品を使用するうえ

に，工程上溶剤類が漏れたり噴出する危険が大

きいため，過去においても大事故を生じている

が，最近は安全化が進んで，規模の大きい工場

で‘の爆発事故が減ってきた反面，従来さく油だ

けの小規模製油工場が，無批判に抽出方式を採

用したり，また従来のノミッチ式抽出法を連続式

に変えるなど製油法を変更したために，新しい

危険性が生じている。いっぽう事例IJ ( 2）のよ

うに農家が急造のパラック工場でなんの危険物

に対する安全考慮もせずに抽出作業を始めたた

めに，大事故を起こすにいたるというような結

果になるなど，引火性液体の危険性についての

無知，無理解が事故の原因となっているのであ

る。なお本年6月ころに三重県四日市の某抽出

工場で爆発事故が生じている。

まずこ引火性液体の危険性に対して無知である

ことから生じた災害としては，二硫化炭素殺虫

室から漏えいした二硫化炭素蒸気がコンロの火

から引火したり，不用意に洗浄後のキシロ ーノレ

を下水に投棄したため，付近の直火がまの火か

ら引火したような事例もある。

5. 塗装作業中の爆発

( 1 ) 37年5月27日午後5時0分三重

県〈株） H商店負傷者5名

強化プラスチツ’グ製の真珠用浮きだるの吹き

付け塗装作業で，硬化を早めるため触媒RM（ポ

リエステノレ ・有機過酸化物触媒）タンクに，促

進剤RA （ポリエステノレナフテン酸コバルト）

を直接混合したために，タンク内に急激な反応

が生じて爆発した。

( 2) 37年 11月19日午前 11II寺0分神

奈川県 O化工業（株〉 死者3名

火力発電所煙突内を塗装中，塗料（膨じゅん

炭およびナスチレンモノマー）に助剤A （促進
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剤：ナフテン酸コバルト ・ミネラルスピリット〉

を加え，助剤B（硬化剤 ：MEKのパーオキサ

イド）を加えて混合して塗料を作っていたが突

然爆発した。

この二つの事例は，最近急速に発展してきた

2薬混合の特殊塗料による災害事例である。こ

れはいわゆる溶剤と塗料という関係でなく，

モノマーと触媒という関係で，塗布後重合させ

て，強度の大きい合成樹脂を塗布面に生成する

目的であるから， 2薬が不用意に大量混合すれ

ば，激しい重合反応が生じて爆発にまで進展す

るはずである。したがって，このような塗料の

取り扱いは引火性のそノマーの重合反応の危険，

および触媒の爆発危険など従来の観念とは異な

った新しい危険性に対する防ぎょを常に考慮す

る必要がある。

6. 無水フタノール酸類製造工場の爆発

( 1 ) 37年2月21日午後3時 45分神

奈川県 K化成（株〕

無水フタ ール酸製造装置の運転開始 10分間

後オルトキシレン蒸発器が爆発した。原因はな

んらかの原因で内圧が上昇したにもかかわらず

安全弁が故障していたためと思われる。

( 2) 37年8月4日午後3時 30分対I奈

川県 N有機工業（株） 死者1名 ・負傷者

4名

無水フタル酸の重合反応を硫酸を使用して実

施中，突然爆発した。原因は仕込んだ再留品の

中に発火しやすい物質が混入していたためと思

われる。

( 3) 37年 11月 10日午前 11時 43分

兵庫県 N触媒化学

パラキシレンより然水フタル酸を製造中，運

転開始 1時間後に結晶室で爆発した。

( 4) 37年 11月17日午後5時 25分千

葉県 N蒸溜工業

アントラキノン予冷器内部より出火し，結晶

器内部に引火したもので，そのうち 2t占が爆発

した。

( 5) 38年1月8日午後5時 25分科l奈

川県 K化成（株）

無水フ タノレ酸製造中，補集塔の上部から突然



火が吹いた。

最近は事例に示すように目立って無水フター

ル酸系統の製造工場の爆発が多し、。しかも原因

はほとんど自然、発火であって，容易につかめな

いものが多L、。過去においてもこの種の工場に

おける爆発事故はかなり多く，危険業種とされ

ていたので－あるが，その製造設備も規模も進歩

し，大きくなって，過去に生じた単純な原因に

よる爆発事故は少なくなっている一方で，この

ように原因不明の爆発がひん発しているのは問

題である。そこで当研究所においても，爆発場

所付近に残留するフターノレ酸と不純物の混合物

の発火温度を測定して，低温発火物質の追究に

つとめているが，実際に発火温度を下げる物質

が存在しているようである。これがどうして生

ずるかは不明であるが，大規模に製造するよう

になったため原料ナフタリンやキシローノレ中の

不純物が影響してきたのではなし、かという説も

ある。したがって製造工程の拡大，進歩も思わ

ぬ新しい危険性を生み出すものであると言える

かもしれない。

7. 酸素と可燃物による爆発

( 1 ) 37年5月17日 午後2時 30分福

岡県 K電気工業死者1名 ・負傷者 1名

酸素切り換え弁の漏れを調べるため高圧酸素

を送り ，充てんフランジに盲を取り付け漏えい

試験中，同部が爆発した。原因は高圧酸素によ

りパッキンなどの可燃物が爆発したもの。

c 2) 37年7月26日午後3時 25分北
海道 N製鋼所死者2名 ・負傷者2名

鋼板の試験片をメタノーノレ容器に入れ，液イ木

酸素を注入して冷却中に爆発した。

c 3) 38年7月 25日午前 11時0分束
京都 D化学工業中央研究所負傷者4

名

メタクロレインを酸素を利用して酸化実験中，

反応容器が爆発した。

酸素による爆発火災事故は最近かなりふえて

いる。これは空気に比較して酸素が予想以上の

与燃性をもっていることを十分認識していない

ことが原因であるように思われる。とくに空気

中では不燃物であり ，むしろ消火剤といわれて

いるようなものでも酸素，とくに高圧酸素や液

敵中では燃焼するのである。製鉄工場などで最

近生じた酸素配管の爆発も，配管中のわずかな

可燃性物質によるとされており，その災害も悪

質である。

また事例（2）のように直接有機物と接触させ

るようなことは，化学工業で酸素酸化が行なわ，

れるようになって，しだいにふえつつあり ，先

年も茶化学工場でシクロヘキサンの酸化中大き

な事故を起こしている。このような場合過酸化

物の生成なども考えられ，点火j原となるような

ものがなくても爆発にいたることもあるから，

酸素の取り扱いはきわめて要心が必要で，危険

な操作をせねばならぬような場合は，しっかり

した防壁て‘囲み，災害を最少限度に抑制する必

要がある。

8. その他の爆発

c 1 ) 最近の合成樹脂，合成繊維工業の発展
にともなって，合成工程ばかりでなく ，製品，

半成品ポリマー粉末が粉じん爆発を起こ してい

る例も多L、。たとえば昨年 11月静岡の某レー

ヨン工場では，テレフタル酸の粉じん爆発を起

こしているし，本年6月には千葉の某ポリプロ

ピレン工場で，ポリマーが同様に爆発している。

いずれも点火源が静電気スパークであると言わ

れており，絶縁性が高く，吸湿性の少ないこれ

らの可燃性粉じんは静電気の蓄積に大きな役割

を果しているかもしれないので，こういう場合

の爆発防止対策はなかなか困難な問題があるよ

うである。

(2) 油圧機の高圧油 (150kg/mり配管が砿

壊して，噴霧状に池l摘が飛散し，炉の火気から

引火爆発した例がある。引火点の高い油でもげt
霧状になると粉じん爆発のような激しい発熱を

伴う燥発を生ずるので，そのようなおそれのあi

る装置，配管は危険と見なし，適切な安全対策

を講じておくことが必要である。

(3) 都市ガス製造工場で原料ガスの漏えい，

逸出によって爆発した例も数件あり ，いずれも

地方工場である。これは都市ガスの原料として

石炭以外にf!l.1ガス，液化ガス，天然ガスなどを

変成している場合も多く ，高圧，高温というよ
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うなか酷な条件下で操業するようになって，従

来のガス工場とは違う危険性が明大しているた

めであろう。とくに地方都市ではあまりぼう大

な設備を必要とせずに能率のよい設備を運転で

きるようになって，ちょうど試運転に取りかか

ったやさきの事故が多いのは，操業に不慣れで

あることと，安全対策が徹底していなし、ためと

思われる。

(4) その他珍しい事例としては，新潟県の

某化学工場では，ブタノ ーノレタンクを締じ中，

タンク（銅製）内に生じたアセチレン銅を銅製

のノズルで、突いたところ，爆発してプタノ ーノレ

蒸気に引火した事故がある。このタンクはアセ

チレンを常時接触せしめていたわけではないが，

工場としてアセチレンを製造しているので，ふ

んいき中の微Bのアセチレンのためにアセチラ

イドができたらしい。

その他， 染料中間体の摩擦による爆発事故や

金属粉（ケイ化石灰など）の粉じん爆発，塗装

品の焼き付け乾燥器の爆発，溶解炉の水蒸気爆

発，火薬工場におけるNGやカーリットの爆発，

煙火工場における煙火の爆発など事故の事例は

多いが，とくに変わった原因はないのでその詳

細は省略する。

。まとめ0

以上のベてきた燥発事例から今後の防止対策

ミヱ
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についてまとめてみると，

( 1) 引火性料品 ・可燃性料品 ・高圧ガス ・

爆発性物質などの危険物の性質をよく知ること。

(2) 危険物を取り扱う場合はできるだけ少

量として，漏えい，逸出，開放状態のないよう

に管理する。

(3) 危険物の存在する場所では排気，換気，

m掃をよく行ない，その拡大を紡止する。
(4) 新しい工程を運転したり ，新製品を取

り扱う場合は事前にその安全限界を中間実験な

どにより確認しておく。

(5) 危険物が存在するような場所やその付

近では点火源となりやすい火気を除去し，電気

設備は防燥化する。

(6) 危険場所ではガス検知を行ない，また

自動的なガス濃度計などを活用する。

( 7) 危険物を扱う装置，配管などには不活

性ガスを活用して，ふんいき中の酸素量を減少

させる。

(8) 自然発火や急激な反応を起こすおそれ

がある装置 ・配管には，破裂板その他圧力放散

設備を適切な設計のもとに設備する。また防壁

などで周囲を保護し，被害の拡大を防止する。

(9) 高圧ガスや反応器などから急に危険な

ガス，蒸気が噴出した場合の緊急対策をいつで

も実施できるよう訓練しておく。

（筆者労働省産業安全研究所）
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台風は大気中？こ発生する空気の大うず巻きで

その直径はl,OOOkmから 2,OOOkmにも及ぶこ

とがあります。ところが，なかには200～300

kmの直径しかなし、小さなものもあることがわ

かり ，これを豆台風と呼ぶようになりました。

主台風というと，なにかかわいらしい感じをさ

え与ええるのですが，実は，こういう台風は小

粒ではありますけれども，中心の気圧は意外に

低いし，それにつれて，暴風の強さも決して普

通の台風に劣りません。ただ，違うと ころは暴

風区域はせまいのと ，陸地にぶつかるとすぐ衰

えてしまうことです。 この豆台風という名は，

はじめは新聞がつけたニックネームだったらし

いのですが，台風の実態にピッタリの名なの

で，いまでは術語の仲間入りをしたようです。

こんな小さい台風があることに初めて気付い

たのは，昭和 14年8月5日正午ころ，いきな

り銚子付近に暴風雨が起こった時て、した。天気

図を書いて見ると ，それは関東地方にすっぽり

入ってしまうほどの小さい台風で，それまでの

台風の常識にまったくはずれたものだったので

す。それにもかかわらず，中心気圧は960mb, 

最大風速 30m/sというのですから，この点か

ら見れば，普通の台風となんら変わるところは

ないのです。

この台風の現われた時には，普通の台風もあ

って，それが小笠原付近を北東に動いていたの

です。そうして見ると，これが親台風で，立台

風のほうは，これに付随して，銚子からあまり

遠くない所に君、に発生したのかも知れません。

こうL、う豆台風は，もちろも過去においても

発生していたので、しょう。それが気付かれずに

いたのは，船舶による海上気象観測が少なかっ

たので，こんな小さな現象は見落していたので

しょう。また，そのころは1日に 3回しか天気

図を作っていなかったので，豆台風に出合った

風

船があっても，突風か何かだと思って，台風と

は気付かなかったのかも知れません。しかし，

昭和 14年8月の場合は，ちょうど正午の天気

図の時刻に上陸してきたので，はっきりとらえ

ることができたのでしょう。

けれども，豆台風というものがあると知った

うえで，新しい限で過去の天気図を調べ直して

見ると，豆台風らしいものは時おりは現われて

いたことがわかりました。これについて，大谷

博士の調べによりますと，豆台風のあるものは

親台風に伴われて出現しますが，あるものは独

立にも現われるようなのです。

豆台風がし、かに小さく，とらえにくく ，しか

も異常に激しいものだということは，昭和 25

年8月 13日に豊後水道に侵入した豆台風を見

ると，よくうなづけます。この台風はあまり小

さかったので，天気図上では確認されませんで

したし，したがって，予報も警報も出ていなか

ったのです。しかし，あとで沖の島灯台からき

た報告によりますと，最低気圧 929mb，最大

風速 47.5 m/sという激しさだったので、す。こ

の数字だけを見ると，伊勢湾台風となんら変わ

らないことがわかりましょう。

近年は台風観測もしだいに整備されてきまし

た。特にアメリカ軍による飛行機観測のために，

台風の位置や強さは，かなり正確にとらえられ

るようになりました。だから，台風監視さえ続

けていれば，台風の件戒を誤るようなことは，

まずあるまいと！巴われます。ところが，これは

普通の台風の場合であって，豆台風の場合に

は，そうはし、きません。

豆台風は普通の台風と同程度の激しさを持っ

ていますのに，あまりに小さいために，観測網に

かからないで接近してくることがあるのです。

そうなると，天気図を：！J1,、ても， 豆台風をとら

えることはできません。これを防ぐには，海岸
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にレーダーを設置して見張りを厳重にする以上

には，よい方法はなさそうです。

台風は大規模な現象だから，これを見落すは

ずはないと信じられていました。しかし，豆台

風の存在が明らかになって見ると，この考えは

甘かったので‘す。ただ，幸いなことに，豆台風

は陸へ上がると急速におとろえるので，陸上に

大きな災害を引き起こすことはなさそうなこと

です。

集中豪雨は昔 からあった

このごろは豪雨で水害が起こると，集中豪雨

とい う言葉が用いられます。この言葉は，昭和

33年7月1日の浜田を中心 とした豪雨のとき

に，初めて朝日新聞に現われたもので，それま

ではだれも使用せず，もちろん気象用語でもな

かったのです。しかし，用いられてみると，浜

田の水害を起こした豪雨のような場合には，ピ

ッタリの感じを与える言葉なので，いまでは気

象関係でも広く用いられるようになりました。

それなら，どういう場合を集中豪雨というか

とし、し、ますと，だいたい，それほど広くない地

域に集中的に降る豪雨と考えればよいと思いま

す。もっとも，豪雨という言葉は，雨の降り方

が時間的に集中して強い場合ですから，そうす

ると，集中豪雨というのは雨の降り方が地域的

と時間的に集中する場合だ，と言えま しょう。

たとえば，昭和32年7月25日の長崎県諌早市

の水害を起こした豪雨などは，典型的な集中豪

雨でしょう。しかし，広い地域の降雨の一部が

集中豪雨となることもあります。たとえば，狩

野川台風では東京，神奈川，静岡の各地方に豪

雨が降ったのですが，そのうち，天城山を中心

として狩野川上流に降ったのは典型的集中豪雨

でした。

集中豪雨のようなものは以前からあったのか
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ということが，よく 問題にされるようです。た

しかに近年は集中豪雨が目立って多いよ うで

すO しかし，この種の豪雨は以前からあったこ

とは確かです。たとえば，いつだったか広島か

らの気象電報が異常な豪雨を報じてきま した。

しかしほかには中国や四国のどこからも雨を報

じてこないので，広島の電報は誤りではないか

という疑問を生じたので‘すが，そのうちに広島

市内の出水が明らかになったことがあります。

これは明らかに集中豪雨でした。

けれども， この集中豪雨は広島市付近に起こ

ったからわかったので‘すが，もし，気象観測も

行なわれない山間へき地で，出水があっても水

害は大きくないような場所ですと，豪雨があっ

てもわからずにいるでしょう。ところが，近年

は山聞においても雨の観測が強化されています

し，また，そういう所にもいろいろの施設がで

きて，出水が起こると必ず被害を伴うようにな

りました。したがって，集中豪雨があればすぐ

にわかるのです。

こういうことから考えますと，昔は集中豪雨

があってもわからないで済んでgしまった場合が

多かったのではないのでしょうか。 しかし， 近

年のほうが集中豪雨がふえてきたことも事実の

ように思われるのです。 （筆者岸要子〉



中国の三大奇書といわれていますものの一つ

に「三国志演義Jという本のあることはすでにご

承知のことと思います。この本には多くの人々

による邦訳がありますが，それによりますと登

場する人物は一昔し前の人々には，案外なじみ

の名前の人が多いのに驚かれるでしょう。それ

とし、し、ますのが，小説とし、し、ながら大筋と主要

人物は歴史的事実のために，小説を読まなくて

も東洋史や格言として学んでいるからでありま

す。 「三顧の礼をもって人を迎える」， 「死せ

る孔明生ける仲達を走らす」あるいは「泣いて
ばしょく

馬設を漸る」といった表現は戦後あまり使用さ

れなくなりましたが，味のある言葉で‘す。いず

れも歴史的の人物で，物語中の主役の一人であ

ります諸葛孔明に関係あることがらを端的に言

い表わしたもので，皆様もご承知のことと思い

ます。

前説はさておき，この三国志演義中の孔明先

生が千数百年の背に天気予報を行なって窃漢国

（今の中国四川省を中心とする区域〉を打ち建て

る元になった決戦に成功した事件を申し上げて

参考に供したL、と思います。

当時中国は後漢末で、失政相つぎ，中央政府の

威令は行なわれず，群雄各地にむらがり起こり，

世は戦国時代の荒れ果てた情勢を呈していま し

た。このころ北方に曹繰，南方に孫権という武

士がしだいに勢力を広げて，中国は錫子江をさ

しはさんで二大勢力に分割されんとするがごと

く見えてきました。ときに漢の一族に劉備とい

う人がおり，この人が上記の孔明先生の協力を

得て漢初再興に尽力していました。しかし機い

まだ熱せず，確定した勢力も寸土もな く，時の

いたるを待つといった状態でありました。

かかる情勢下におきまして北方の曹操は孫権

の掌握していました呉国（揚子江南岸以南の地

域）を一挙に征服し，漢朝に取って代わって自

己の国を打ち建てようと百万人と号する大兵を

を引きつれて揚子江北岸にせまり，やがてそこ

に渡江に必要な大軍船を建造して日夜用兵操船

の訓練にいそしみ，あわせて呉国に無条件降伏

の使者も送り，和戦両様のかまえに出ていまし

た。

諸葛孔明先生

報予

と
長ゴ

ヌL天

明正本宮

ろしゅく 三三

『……けれど，魯粛。 この冬の末にも近三

くなって，東南の風が吹くわけはないぢ三

ゃないか1

あっ，その言葉を，彼が口に洩らして三
ふたど合

から，買に，二刻とて経ないうちであっ 三
あらた 三三

た。 一天の星色次第に革まり，水楓々， 三

雲しゅうしゅう，漸く風が立ち始めて来三
たつみ 吉三

た。しかもそれは東南に特有な生温かし、 三

風であった。 三

『ゃっ？ 風もやうだが1 三

『吹いて来た1
しうゆ えんもん三三

周稔も魯粛も，思はず叫んで， 鍛門の言

外に出た。見まはせば，立て並べてある 三
い由ゐ 三三

諸障の千旗万旗は，ことごとく西北の方三

へ向って踊ってゐる。 三
たつみ~・r

『オ九東南風だ1 『一一」東南風』…… 三

吉川英治著「三国志」より 三
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ときに呉国には兵わす．カ‘に数万で，とうてい

敵対しうべくなしとして和平を主張する人々と，

国敗れてなんの面白あらんやとIJfl戦を旧える人
ばく

々とが，甲論乙駁でいたずらに口を送っていま

した。このことを知った孔明先生は，｜時こそき

たれり と単身只事におもむき，反戸、li辰を論破し

て，曹1f5'.百万を揚子江上に迎えうつの作戦に，

去の孫権をしてふみ切らせました。 先生の考え

では曹操の＇.［［てに峻滅的打撃を与えれは ，その聞

に漢朝刊興の道がおのずからrmけるものとされ
たからです。

この作戦はみごとに成功しまして，揚子江中

流j焚口の近くの赤壁と称する地で百万の大軍を

火；｜をもって全滅に近い大打撃を与え，官f燥の

ひるむ問を利用してかねて宿願でありました勢

力閏を中国の一隅に建設し，やがてそれより初

の国に一大勢力を開拓するのTがかりとなし得

ました。1止にこの大壊滅戦を 「赤殴の水戦」と
称して詩歌，文章にl宣伝されています。

しからばいかようにしまして，孔切先生カ1宿

願を達せらるる糸口となりましたこの水戦に成

功されたかと中しますと， もちろんfifI－＇＜の要素

がありますが，天気予想、に成功されたことが最

大の要因であったと考えてさしっかえないので

はないかと考えられます。その次第を順次申し

述べますのでご一読をお願いします。

両軍の対峠した場所は上記のように赤壁付近

の揚子江上で，II制土今を去る千数百年1)1jの 12

月下旬冬至のころであります （208年旧師 11

月中旬〉。

冬には蒙，，，方面に中心を持ち，中国，朝鮮，

日本を包みこんでしまう山気圧が発達して，日

本付近ではこのため北西ないし西の風が強く吹

く口が多く，海難の原因となっています。中国

も同じことで強い乾いた風が吹き統きますが，

風向は北支方面では北ないし北西風，南支では

北ないし北京風となる傾向があります。ちなみ

にこの風のことを季節風あるいはモンスーンと

いってし、ます。

曹操は北支方面で育った人て、あったために冬

には北風が吹き，その他の方向の風は吹かない

ものと考えていました。これに以し孔切は，若
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いころより中国の気象につき学ぶとともに研究

していましたので，冬季でもときおり北風がや

んで束ないし南東風が吹く ことがあることをよ

く知っていました。またその予知法も知ってい

たと考えられます。ただし先生はもったし、ぶっ

て中国流に 「さる師より奇門遁甲の天告の伝授

を受け，風雨をl呼ぶことができる」と言って呉
しうゆえ

の軍師1；・可取を始め居並ぶ面々を煙に巻いていま

す。しかしこれは現在の気象の知識からします

とつぎのように説明さるべきでしょう。冬季で

も揚子江上流方面に発生した低気圧が，しだい

に東方に発達しながら進んで来るものがありま

す。そのときには今まで吹きすさんでいました

北風はかげをひそめ，代わって東風がまず吹き

出レ，低気圧中心の接近とともじ風の勢いも土佐z

し，風向は漸次南東となりやがて南となり，雨

も降る事実を予知する方法を会得していたもの

と考えられます。予知方法は三国志演義には書

いてありませんが，雲行や雲の形， 気温の高く

なること，湿り気の土門すことなどから判定した

のでなかろうかと思われます。よく 小説類に兵

法者が夜~／を見て占ったとありますが，“星光の

「うるみ」たるは雨近”のことわざがあるよう

に，こういった白然現象の注意深い観察により内

予知したものでしょう。

余談ですが，この種の低気圧はやがて黄海あ

るいは東支那海を通過して日本に近づき，各対ι
に雨をもたらします。冬でも上天気ばかりでな

いのはこのような事情で皆様熟知のとおりで

す。問題の冬至のころは冬とはいえ初冬のこと

でしてこの種の低気圧の発生は 1' 2月に比ベー

ますとわりあい多く ，それだけに孔明先生の守ゎ

想（束，南東に吹くことがあるとい う） は立て

やすかったものと考えられます。

先生はl主I］的効果をさらに引き上げるために'.ffL

師周稔に向い，天帝に南東の大風を｛台りるため

に，七星壇なるものを築き，高さ 9尺（2.7m} 

120人の者に旗を持たしてこの壇を取り巻か
もくよく

せ，白身斎戒体浴して 3日31免の間祈りま しよ

うと提言し，そのとおり実行して， 旧暦 11月

21日（新暦冬至のころ〉に果して予言どおり南

東の大風が吹き出したとなっています。



南東風が必要な理由は，曹軍は江の北岸に船

だまりし，迎えうつ呉軍は南方におったのです

から，百万の兵を乗せた多数の船を火計をもっ

て焼き払うには南東の風が必要だったのです。

この風が吹くことがわかれば小船に “よし，あ

し，しば，たきぎ”に魚油をそそぎ，その上に
えノνしとう

硫黄，焔lil'J（火薬のたぐしうなどのみち火となる

ものをおき，青い布の￥£l1単をかぶせて用立して

おき ， ~~の吹き出しをまって南岸より敵船に近

づき，間近くなって火をつければ火炎は嘗軍船

の方になびいて効果が上がるしだい，これに反

し北風なればこの火計は用いられぬわけて、す。

作戦は曹操のれl1断と孔明の予想適中と呉軍の

行動よろしきを得て，さしもに江上を圧してい

ました曹の軍船は，ことごとく焼け落ちて百万

と号した兵力の大部分は壊滅的打撃を受け，身

をもって北方へ退去［Jするのやむなきにいたった

ばかりか， l'I己の勢力聞の維持に手一杯となる

の窮地に追い込みました。この間げきを利して

孔明先生は主君；r係！とともに漢室再興の足がか
りを得ました。

同じ孔明先生が赤壁の7j(l践の初めにつかっ

た，江上の霧を予想し，用意せる小船にわらたば

を仕掛けておき，敵船間近にせまって大喚声を

あげて敵を驚かせてむだ矢を放たさしめ，労せ

ずして 1万本近い矢を入手し呉軍に供給した逸

話もあります。この成功は霧が発生する日間の

予知を知っていたからであると考えられます。

このほかにも天気を予想して作戦に成功した

例はいくらもありますごとく ，天気の予知は軍

事行動上大変重要なことであったので，兵法者

は予想法について種々の手段や方法を書き残し

ています。もっとも昔は気象とは言わず，天文

と称して「天文を案じて計画を立て行動を起こ

した云々」のように言い表わしているのが普通

です。

日本のように激しい気象現象の多い国で，生

活を確保し，産業を振興していくには，災害対

策ということが大切な問題ですが，それは別の

言葉でいえば，自然とのi淡に勝利をうることに

ほかなりません。そして，その際の作戦に利用

しなければならないのが天気予報なのです。

各国で天気予報の業務が始ま ったのは，初め

は海英m対策のためだったのですが，その後，天

気予報の進歩につれていろいろの防災対策に利

用されるようになりました。 しかし，天気予報

は単に防災だけに利mされるものではありませ
ん。人聞の生活や産業活動は大気の中て、行なわ

れている以上，その影響はさけられません。と

くに航海，漁業，農業のようなものは，気象条

件に大きく影響されるものですから，あらかじ

め気象の変化を予想で、きれば，それだけ活動を

才一j利に展開できるのです。

一例をヰlしますと，航海する船も毎日天気図1

を作り天気を予想すれば，台風や強い低気圧を

さけて，安全な上にかっ早く目的地に着くよう

にできるでしょう。これは船の経済的運航の問

題で，アメリカなどではこれについてそうとう

の成績をあげていると聞きます。わが国でも数

年前からこの方町の研究がされつつあるので，

し、ずれその成果のあがる日も近いと思われます口

孔明先生が今を去る 1700年も前に天気の予

知に成功されていますのは，自己周辺の天候を

丹念に観察されてそれより来る天候を判断され

たもので，この方法を普通，｛観天望気予報法と

言っています。

気象庁や気象台が発表します予報はかなり広

い区域〈多く県単位〉についての共通的な天気で

すから，どう してもこまかし、地j或では土地独特

の天気のくせがありまして，共通的な天気より

かけはなれることがありがちです。とく に風や

しぐれといったものにこの感が一入深いもので

す。ゆえに予報は気象台発表のものを経とし，

自己の観天望気による予察を緯としまして天気

を予想しますと効果的であります。台風時にラ

ジオなどで発表されます台風の中心位置や中心

気圧，進行方向，速さなどを 1枚の地図上にそ

のつど記入してその経過を見られますと，ただ

聞いていますよりはるかに参考になります。そ

の上白巳のいます場所での風向や天気のうつり

変わりを記入してその変化を見たり ，気圧の下

降ぐあいを見ていますといっそう有効でありま

す。これなとはし、ずれも一種の観天望気法とい

えると思います。（筆者気象庁予報部防災気象官〉
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夏の台風

｜｜｜｜｜｜川 台風季節 111111111

台風は南洋方面の熱帯海上に発生する低気圧

で，左巻きにまわる空気の大きなうず巻きです。

普通の低気圧とちがうところは，中心部の気圧

が非常に低くなりますために，うずの巻き方が

異常に激しい，つまり，暴風が非常に強いこと

と，うずを巻いている空気が高温で、多湿なため

に，雨もまた激しいということです。そのため

に，台風が接近したり上陸したりすると，大規

模な風害や水害が起こりますし， 海岸には巨浪

が押しょせたり高潮が襲来したりします。

台風の発生の多くなるのは7月ころからで，

8月，9月にもっとも多く ，10月になると減少

しはじめるのですが， 7月前にも 10月以後に

も発生はしますし， まれには冬でさえも発生す

ることがあります。年間の発生は 20～25個く

らいですが，とくに多い年には 40個に達する

こともありますし，反対に，少ない年には 15～

16個にすぎません。このうち，日本近海を通る

ものはだいたい 1/3ぐらい，そのまた 1/3ぐら

し、が日本本土に上陸するのです。したがって，

多い年には4～5個は上陸しますが，少ない年

には 1つぐらいのこと もあるので、す。

台風が日本へやって来るのは，早い年には6

月からで，本格的になるのは7月で、す。 しかし，

まれには5月に来襲したという例もあります。

そして，来襲のもっとも多くなるのは発生のも

っとも多い 8月と 9月で，10月になると少な く

なりはじめ，11月になるとやって来る年もこな
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鯉沼寛

と

秋の台風

い年もあるわけです。 第 1 表

このことは台風上陸の ----;;;T－＆］戚玉屋「一一一
I I ［%』｜の平均数i
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7月から多くなりはじ

め，8月と 9月はそれぞれ 32.4%で両月で全

体の 2/3近くを占め，10月になってから減少し

はじめます。そして， 6月と 11月の上陸はど

ちらも 2.7%にすぎませんから，日本の台風季

節としては一応7～10月の4カ月と見てよいで

しょ う。

台風は夏から駄にかけてやって来るのですが，

7～10月が台風季節だとするとその前半2カ月

は夏ですし，後半の 2カ月は秋になります。そ

して，第 1表を見ますと，夏に上陸して来る台

風のほうが多いのです。しかし，一般の人々

は，たぶん，夏よりも秋のほうが台風の来襲は

多いと感じているのでしょう。これは秋の台風

のほが規模が大きく，大きな風水害などを起こ

しやすいからで，実際は第 1表のように夏のほ

うが多いのです。

111111111 夏の台風 li 

南洋方面で台風がもっとも発達するのは，発

生数のもっとも多い 8月，9月の候なのですが，

発生の当初には夏の台風と秋の台風の区別はな

いにちがし、あり ません。と ころが，日本は温帯

地方にありますために，夏と秋では気象条件が



ちがし、ます。台風が日本近海へきますとこうい

う気象条件に影響されますので，夏の台風と秋

の台風では性格が変わって来るのです。

夏になりますと，日本は高温多湿な空気から

なる小笠原高気圧につつまれてしまいます。日

本の夏が非常に蒸し暑いのはこのためて、す。夏

の台風は，だいたい，この高気圧のふちをまわ

って，上空の気流に流されながら進んで来るの

ですが，夏の上空の気流は弱し、ので，台風の動

きはゆっくりしたもので‘す。そして，ゆっくり

動いているうちに摩擦によってエネノレギーを消

粍し，上陸などすると消粍はとくに急激で，北

上とともにしだいに衰えてしまいます。こうい

うわけで，夏の台風は上陸しても大風水害を起

こすことは少ないのです。

こうい う夏の台風の性質の極端なものによろ

めき台風と言われるものがあります。これは，

うごきが極度におそいばかりでなく，方向も定

まらないように見えることもある台風で，現わ

れるのは8月前半に多いようです。こういう台

風の予報には苦労するのですが，幸い，勢力の

強いものはないので，大きな被害をこうむるこ

とはほとんどありません。

もちろん，夏の台風の中にも大風水害を起こ

すものもまれにはあります。明治 43年8月9

日から 10日にかけて房総半島をかすめて通過

した台風は，関東一帯に大豪雨を降らしました。

とくに，関東庚辺の山岳では 600ミリをこえる

豪雨となり，それが各河川に流出してきたから

たまりません。当時はまだ河川改修工事は緒に

ついたばかりのころだったので，同地方のほと

んどの河川ははんらんし，ついには利糠川本流

の堤防さえ決壊してしまったのです。日本の河

川改修工事が大々的に行なわれるようになった

のは，このときの大水害を契機としてでした。

夏の台風でこんな丈災害を起こしたのは，日

本で気象観測がはじまって以来，ほかにはなか

ったらしいのて、す。それというのも，この場合

には房総半島のところに前線ができて豪雨を降

らせたからで，台風自体はそれほど強力なもの

ではあ りませんでした。実は，こういう台風は

秋型のもので，夏に襲来したのは例外だったと

いわねばなりません。

また，夏の台風は一般に動きがおそいと申し

ましたが，例外的には動きの速いものもあるよ

うです。昭和34年8月14日の朝，駿河湾から

上陸した台風7号は，上陸当時の中心気圧は

965ミリパーノレで，激しい暴風雨を伴い，非常

に早い速度で山梨，長野両県を通過し，正午前

にはもう日本海へ出てしまいました。動きの速

い台風の常として，中心では風害はそうとうは

げしかったので‘すが，台風自体は小規模だった

ので，被害の範囲はそれほど広くなかったよう

です。

けれども，ここにあけγこ明治 43年と昭和 34

年の 8月の台風は，どちらも夏の台風としては

例外的のもので，多くの夏の台風は動きはおそ

いし，風水害を伴うにしても被害はとくに大き

いということは少ないのです。

｜｜｜｜｜｜｜｜｜ 秋の台風 11111 Ill 

台風季節の後半に日本に襲来する秋の台風は，

前半の夏の台風と異なり，動きは速いし，発達

も著しいものが多く ，しばしば大風水害を引き

起こします。 第2衰をご覧くださし、。これは台

風が本土に接近または上陸したがために，陸上

の気圧がそれぞれ 975ミリパール以下， 960ミ

リパーノレ以下になった場合を，最近 60年間に

ついて調べたものなのです。 975ミリバール以

下になった場合は 59回ですから，だいたい 1

年に 1度の割ですが，駄のほうが夏よりもずっ

と多いのです。しかも，960ミリバーノレ以下に

発達した場合を見ますと，さらに秋のほうが多

第 2 表

975mb以下 I 960 mb以下
月 I I 
回数 I [%J I 

a
u
η

’
o
o
n
v
n
u

’i 

噌

i

唱

A

1

4

q

O

0

0

0

0

0

0

司

A

1
4

n

，u
 

1. 7 

5.1 

30.5 

47.5 

13.5 

1. 7 

計 59 100.。
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九、ことがわかりましょう。

それなら，なぜ秋のほうが発達した台風が多

くやって来るのでしょうか。もともと，南洋方

面で台風の発達しやすいのは8月と 9月なので

すが，台風が発生してから口木に接近するまで

「には，早くて 1週間ぐらい，おそいときには 2

週間もかかります。ですから，8月の後半に発

生したものは9月になってから日本に接近する

ことになるのです。

また，日本近海は温帯地方ですから，前にも

触れましたように，夏と秩とでは気象条件もす

っかり変わってしまいます。というのは，夏の

｜間日本の上に広がって夏を蒸し暑くしていた小

笠原高気圧は，秋にはいると日本の南東洋上へ

と後退しはじめます。一方，このころになると

大陸はしだし、に冷却されはじめますので，とき

おり高気圧が現われ，それが日本へ冷涼な風を

吹き送って来るようになるのです。 したがっ

て，駄にはいると日本列島は，高温多湿な小笠

原高気圧と冷涼な大陸の高気圧の聞の谷間には

丸、ることになります。

日本近海がこういう気象条件になったところ

へ台風が接近して来ると，周囲の影響をうけて

台風は変形するのです。台風は空気のうず巻き

で，周囲の空気は左巻きのうずを巻いて台風の

中へ吹きこんでいることは，だれでもご存知の

ことでしょう。だから，tkになって日本近海に

台風が接近しますと，南東側からは小笠原高気

圧系の高温多湿な空気が吹きこんで来ますし，

北西側からは大陸や北日本からの冷涼な空気が

吹きこんできます。そして，性質のちがったこ

ういう空気が台風の域内で互いにぶつかり合い

ますので，そこに前線が形成されることになり

ます。

ところで，前線というのは巡った性質の空気

の接触するところですから，冷たくて重い空気

は地面近くに沈降しがちですし，｜度かくてR＇.い

空気は重い空気の上へ吹き舛ろうとします。だ

から，前線ぞいには空気が不安定で，突風を起

こしたり，豪雨が降ったりするのです。このこ

とを別の言葉で言いますと，不安定な位置のエ

ネノレギーが，運動のエネノレギーや熱のエネルギ
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ーに変化するということです。この場合に，運

動のエネルギーが地加するというのは，いうま

でもなく暴風が強くなることで，台風が発達す

ることにほかなりません。

実際の場合としては，夏の台風だけでなく秋

の台風も，日本近海へ接近してからは表えはじ

めるのが普通で、す。しかし，表え方は駄の台風

のほうがおそいのです。これは，上に述べたよ

うな運動エネルギーの補給が行なわれるからな

のでしょう。こういう理由で，第2表に示すよ

うに，発達した台風ほど秩に多いのです。

これを実際の台風について見ても，大風水害

を起こしたものはほとんど秋に来襲していま

す。昭和9年9月21日に来襲した室戸台風は，

上陸時の中心気圧は 912ミリバーノレという記録

的の低さで，その上陸によって受けた災害も前

例のないほどのものでした。その後，昭和 20

年に九州に上陸した枕崎台風，34年に紀伊半島

に上陸した伊勢湾台風は，発達の程度といい，

引き起こした大風水害といい，いずれも室戸台

風に匹敵するもので，この三つは日本で気象観

測がはじまって以来の三大台風というべきもの

ですが，三っとも 9月に襲来した秋型の台風だ

ったので、す。

11'1 'Ill 二百十日の意味 lI I I ~ I I I 

日本では普から，立春から数えて 210日日の

日には暴風雨が来るものと言い伝え，これを二

百十日といって麿にものせられていました。二

百十日はだいたし、9月1日に当たります。そこ

で，もう一度第1表を見てくださし、。日本に台

風が上陸するのは8月と 9月にもっとも多くな

っていますから，この表を見たかぎりでは，両刀

の中聞に当たる二百十日前後は一年中でもっと

も台風の上陸が多いように思はれるでしょう。

けれども，突際には二百十目前後に日本にヒ

｜注したり，接近したりする台風はあまり多くな

いのです。東京の例について申しますと，戦後

の例としては昭和 24年8月31日夜，キティ台

風が関東に上陸し，翌二百十日にかけて関東を

北上し，日本海岸ぞいに北海道方面に去っただ

けなのです。その前の例といえば昭和 13年の



二百十日までさかのぼります。そうしてみる

と，二百十日に東京に台風がきたのは， 25年聞

こたった2巨！なので－す。

台風は広い地域に暴風雨をもたらすのですか

ら，二百十日に東京に台風が接近しなければ東

海ぞ東北地方もだし、たし、同じことでしょう。九

州｜や近畿については調べてみませんでしたが，

たぶん，大同少異だろうと思し、ます。昔のこと

はよくわかりませんけれど，台風のようなもの

が昔と今ではそう違うはずはありません。そう

してみますと，二百十日が荒れ日だという言い

伝えは，どういう意味だったのて‘しょうか。

台風の研究で有名だった故堀口由巳博士は，

二百十目前後は早生種の稲の開花j切に当たり ，

暴風が吹くと稲の不作になるので，これを啓戒

する意味で二百十日とい うものが注意され，麿

にものるようになったと言われました。そうい

えば，今日でも北陸地方の一部には，風祭とい

って二百十日の前夜に鎮守で豊年の祈願をする

習慣が残っているそうです。

ところで，近年は農業技術も進歩して，稲の

J;l~lEを早めて台風をさけるために，回舶はかな

り早期に行なうようになっているそうです。そ

うすると，二百十日と稲作の関係は，も う昔と

は変わってしまったわけで、しょう。しかし，習

慣はなかなか根強いもので，二百十日とい う言

葉はいまでも，農業関係者ばかりでなく，都会

の人々にも深い関心を持たれているように見え

ます。

しかし，二百十日は稲の開花ということを離

れでも，別の意味もないて、はありません。前に

も述べましたように，台風季節は 7～10月の

4ヵ月ですが，その前半の夏の台風と後半の駄

台風とでは性絡がちがい，秋の台風のほうがは

かかに激しいのです。そして， 二百十円は夏の

台風から秋の台風に変わる境目に当たるので

す。

I II川 発達した秋台風襲来期 川

二百十日は日本に来襲する台風が夏型からfj(

型にかわる境目のめやすで，この前後にとくに

台風が多くやって来るわけではありません。そ

して，第2表を見るとわかりますように，発注

した台風は9月に集中するように見えるので

す。それなら，非’市に発達した台風は9月のい

つごろに多いのでしょうか。

戦後に日本に上陸して

大風水害を引き起こした

ものを拾い山してみます

と，第3表のように 12

個あって，その来襲日は

8月 31日から 10月 14

日に及んでいます。この

12個の平均来襲日を計算

してみますと 9月 20日

になります。つまり，戦

後に日本にやってきた台

風のうで，そうとうの大

風水害を引き起こしたも

第 3表

年 ｜台風名 ｜月日

20 阿久根 10・14

24 キティ 8-31 

25 ジェー γ g. 3 

26 ノレース 10-10 

28 13 号 9・25

29 1同爺丸 9-26 

33 狩野 JI! 9-26 

34 

36 第二室戸 9-16 

のは9月 20日を中心として，前後 1カ月半ぐ

らいの期間にわたっていたことになるのです。

けれども，第3表を見ますと，来襲日は必ずし

も9月 20日前後に多いというわけではありま

せん。そして，12個の台風の来襲日は二百十日

前後，9月 15～17日， 25～26日および 10月

10～14日の四つのグループに分かれ，各グルー

プの中間には発達した台風の来襲はありません

でした。

ところで，四つの各グループに属する台風の

数や発達の度合いは，それぞれ異なっています。

二百十日前後の第1グルーフ。に属するのはキテ

ィ台風とジェーン台風の二つだけです。この二

つはいずれも日制lによるそうとうの被害を伴っ
たものなのですが，それは戦後の混乱期で対策

が不十分だったかららしく，台風としてはどち

らもそれへど強力なものではなかったはす．なの

で‘す。その後 10余日を径て，部2グループの

カスリン，アイオン，枕崎，第二室戸の 4台風

が9月 15～17日の問に来襲しました。この四

つは，いずれも，そうとう大規模な風水害を起

こしたもので，とくに枕崎台風は前に三大台風

としてあげたものの一つですし，カスリン台風

による大家同は，明治 43年以来38年ぶりに利

根川本流の大はんらんを起こしたほどだったの
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です。

さらに 1週間を経た9月 25～26日には，13

号，洞爺丸，狩野川， 伊勢湾の4台風が第3グ
ノレープとして，来襲しています。これは台風の

数も規模も第2グループとほとんど同じで，伊

勢湾台風は三大台風の一つでしたし，狩野川台

風はカスリン台風に匹敵するほどの大豪雨を伴

ったのて・す。また，洞爺丸台風が青函連絡船を

沈没させ，稀有の（けう）の海難事故を起こし

たことは，ご記憶の方も多いと思います。その

後， 9月末から 10月初旬にかけての来襲はな

く， 10月10日にノレース台風， 14日に阿久根台

風の二つが第4グループとして上陸して，かな

りの規模の風水害を起こしたので－す。

第3，第4のグループの聞は約2週間ありま

すが，過去を振り返ってみますと，大正6年 10

月1日には東京湾に記録的大高潮を起こした台

風が上陸していますから， 9月末から初旬に

も発達した台風襲来の可能性はあるわけでしょ

う。そうしてみると，第1，第2，第3の各グ

／レープの聞にも，同じように，有力な台風の来

裂の可能性はあるとみなればなりません。しか

× 

し，各グループに含まれる台風の数や発達の度

合いから推定してみますと，第2，第3のグル

ープの含まれる 9月の中下旬が，もっとも発達

した風がもっとも多く来襲して，大規模の風水

筈を引き起こしやすい時期のようです。

そこで，念のため第2，第3グループに属す

る八つの台風の来襲日を平均してみますと 9月

21日なりますが，これは立春から数えると 230

日目に当たります。ここで思い出しますのは，

昭和9年のこの日には四国に上陸した室戸台風

が阪神地方に稀有の大風水害を起こしたことで

す。この台風の上陸当時の中心気圧は 912ミリ

バールだったのですが，これは陸上で観測され

た気圧の最低の世界記録なのです。

一般の常識から見ますと，台風災害といえば

だれで、も二百十日を連想するように見えます。

しかし，両者の関係は前にも申しましたように，

主として稲作農業からきたもので，一般的には

それほど関係が深いわけではないのです。そし

て，台風災害を中心にして考えますと，むしろ，

二百十日ころが問題の時期なので‘す。

（気象研究所）
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